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発　川 あ　た　っ　て

このたび平間遺跡の発掘渕登の報告寮を鞘等いたしました。今宮の発掘調査は、町内丸井平間

地区に農相総合整備モデル革賽で土地基盤の整備を施行するにあた、事業開郎こ先立って、音

域の調査が行われたものであります。

このたびの渕登区は、非常に広範河に嘉男貰お　鴇発掘した古墳は　基、竪穴住居址は棟、擁

立柱建物址溺棟を数えてお、出土遺物の数も多数であります。た　わけ弥生時代の集落址を発

掘したことは町内患者の遺跡と考えられ、文化財の歴史に新たな　璃紬ジを加えたことになりま

す。

私どもは、今回発掘した遺物を、出来る限り復元し淘大切に保管して、後世に伝えるとともに、

尭大連の則った文榊こ学び町発展の活力にしたいと考えております。

最後に、奉発掘調査にあたり、ご指導いただきました県教背委員会並びに地観音の方々に厚く

潮ネLを由！あげ「あい「′・豆いたします

平成4年9月1日

湖佃蟻　∴汽　車　良　知



。これら文化

新しい文化を

大野原町による平成元

あります。

業の一貫とし

、事業計画がすすめられました。

この昔蝿は回避高脈から菰′自一／こ尾根の・・一一文脈の先端吾

ていて、「地の往長、鉦．し言謎中予・；二時ぺて、一ました。、

は、県教 会文化行政課の

予臨月巾を上座：、吉精根虻、侶高上五六阜敗を検出

査の必要なこ 打症付けjj

巨　一帯Jj帖11「7丹㍉言守一樫二㌧●了′・、二、遺構二年結ん

、丘陵部には、

整備モデル事

元年12月15日より

この予備調査により

調査をすす

されていまし

いりまし

竪穴住居址

l摘∴項、廿脚煩い′対句・『晶「H　－†誹7対1一軋手工、その他多数J）遺物を検出することか

宮上こ紺’’・・樟中里上、工ジ言二一′ニ1′、一一二一を！＝・ミろことか出井臣一上

信隼’‾‘了・去L上声、∴ド・宣壷訂付目㍉・ふ　了’柊始熱JL・に中鞘射1主！＿た片桐節子宜当日

じめ、ご協力いただきま

平成4年9月1日

くお礼申し上げます。

東野原野教餞登恩恵　教滑最　藤　川　美　男
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第1章　地理的環境と歴史的環境

地理的環境

香川県三豊郡大野原町は

香川県の西部に位置し、西

は一二豊都督鹿町に、北・東

は観音寺市に接し、南には

阿讃山脈が聾斉娃島配昌∴う、

る。

阿讃山脈に源を発する粁

田川は大野原町の山間部で

塞き正が、られて盟櫓漉・．ji

関池を造り、平野部に至っ

て北上し町域を外れて流れ 第1図　大野原町位置図

キ凸に－㍉、鰍中右毎・軋づ酎二1主星了：　二′漱・両用は町域を山間部と平野部に分断するよテ′く、て

流れておか1、‾凋、増里鴫肯P㍉　≠・．聖拙弊H十　二野町・高潮町・中心町・大野甘町・豊中∴

にかけて拡がる。

つ症陣㌦∴；言踪一㌦工∴言五萄言　つつ．．ナ：星根の一支脈士に位置し、眼下に　二豊、上野・蛸

漸革・’・巨し、臣去、事∴昌、十㌧・’∴！：′㌧聖ン∴：l：；；もも望むことかできる′

：［‖重∵年「．三言コ；・！言こ車載十㍗十「昌∴「′ト、それと＼日工て昭和G3

高速道路四国横断自動車道が走る。

歴史的環境

嘗蝉覿露の患る愚旧石器時代

三豊平野を北流する財田川下流域にあ

した香川県初の

は確認されていない。

イフ形石器・宮山型

十・二一フ干　満が肝諾、与づ－でL、ら！し．両吾二つ－流れ込左と考えられている′ノ

縄丈畔lJ遺跡は荘中島尤＿こ出1圧恒畠調噌lくて多はLl

…1．－－

する豊正町ては縄文時



2　丸井池の内出土

10cm

第2図　大野原町中姫・丸井池の内出土の弥生土器

代前期と思われる院内遺跡が知られている。

弥生時代になって町内にも遺跡が知られるようになる。〕

；十：畑；いl：∫・一∴上‘…－JT十㌦「ヰ∴　声．　ノ　，・　　∴：了　．、11　ま寸、＿言潮目と．j「虹中二

‾㍉　十〇∴　ナ　ノ、立「　、．・t、∴－ト　ぐ　－、　　t了∴員活、待：、一・一∴つ　つ、．i加′J付け年目

不明である。．，

今回謁適した平間遺跡は弥生時代中期後半の集落址鷲淘現在のと還る町内最古の遺跡と考えら

れる。〕

三豊平野は番川県浣おける弥生文化の第…歩が記きれた地であるが、中期に至っては高地性集

落で著名な紫婁出血遺跡以外は渕姦きれ等おらず淘三豊嘗随や町岡本通称静間郡山本町高額遺跡0

：一心　諒鉦㌧．・U．・・一皇つ′i牛．ミ・∴告．‥い酔、・rl！ふ・∴い．．1、，、∴　∴i亮一、イ・、つ‖！雄デ・

棟確認きれた以外は遺物の散布が知られるのみ習遺跡の実態は不明習ある。

弥生時代後期は観薗尊帝のふ幻番遺跡群銀閣市向井癖商の問遺跡㌣三盈酢盈率野延命遺跡が知

られている。

ルーーlノ12一・一l・・



古墳時代前期は財田川下流に鹿隈錐予塚古墳、

代の掛去である柿式石棺の系譜を引く竪穴式石室を持ってい

古墳時代中期になると財刷l回目に近い位置に九両出貪、

赤岡山古墳群3号境が築造されている。丸山古墳は2基

おり、肯塚古墳は帆立て員式の前方後円墳である○

古墳群は独立丘陵上に造営された古墳群で20数

ある。現在は開発され、3号墳のみが残る。こ

古墳時代後期になると三豊郡内では爆発勒

50数基で構成する観音寺市母神山古墳群をを

町裏山古墳群・向山古墳群・河内古墳群・菅生

大野原町では、昭和60年～62年にわたって調

寺山古墳が知られる。いずれも前

蘇溶結凝灰岩梨の石棺を持っ。赤岡山

られていたが、3号墳以外は後期の古墳で

茸石を持った三段集成の円墳で径24mを計る。

境が築造されるようになる。

めとして、三豊郡財田町吉田古墳群・同郡山本

社古墳群などが知られる。

れた縁塚古墳群をはじめとして、今回調査し

た平岡古墳群・埴穴塚古墳・小森塚古墳・遺下古

古墳群・雨の宮古墳等多くが知られ、また、県下最

塚古墳・平塚古墳・角塚古墳が存在するなど町内におけ

られる。なお、同時代の集落址は観音寺市長砂慈遺跡で確認

墳・赤岡山古墳群・王塚古墳・豆塚

誇り巨石壇として知られている椀貸

化には注目すべき点が多く認め

のみである。

古墳時代が終わりを告げる臥各地で寺院が造営されるようになる。

大野原町でも清岡（安井）廃寺から平安時代初頭頃の瓦が出土していたが、さらに下って白鳳

期と恩われる瓦の存在が知られるようになった○

ー3－



1　室本遺跡

2　丸山古墳

3　なつめの木貝塚

4　鹿隈躍子塚古墳

5　岡本遺跡

6　明音寺

7　樋の口遺跡

8　－の谷遺跡群

9　向井・西の岡遺跡

10　青塚古墳

11吉田古墳群

12　高額遺跡

13　母神山古墳群

14　青岡（安井）廃寺

15　小森塚古墳

16　宗像古墳

－4－

17　平岡遺跡　　　　25　角塚古墳

18　岩鍋遺跡　　　　26　平塚古墳

19　緑塚古墳群　　　27　石妙音古墳

20　赤岡山古墳群　　28　豆塚1号墳

21竜王山古墳　　　29　〝　2号墳

22　福田原頂上古墳　30　〝　3号墳

23　王塚古墳　　　　31院内遺跡

24　椀貸塚古墳



第2章　調査に至る経緯とその方法と結果

大野原町による平成元年度事業の一貫として大野原町丸井字平岡が農村総合整備モデル事業の

対象地となった。

この地は阿讃山脈から派生した尾根の一支脈の先端部に位置し、足下には江戸時代塞き止めて

造られた代ノ池が広がる。

丘陵部には“謎の巨石′′と呼ばれる高さ1．4m、幅1．4m、奥行0・3mの砂岩が露出しており、こ

れが藤目城址の一部として遺跡登録されていた。

このため大野原町教育委員会では埋蔵文化財の確認調査を実施するに至ったのである○

伝

40m
T－16

、－

第4図　平岡遺跡トレンチ及び調査区設定図

ー5－



調査の方法

確認調査は平成元年12月15日より実施した。

工事予定区域内の踏査を行い、

表土剥ぎ、状況に応じて拡張・地山

癒して計16本のトレンチを設定し（第4図）、

削した。

地区は、周辺の状況、ボーリング調査、地権者の聞き取り等により古墳と認定し、

中心にセクションを残し、以下掘り進める。

伝神社跡地と仮称する地区はもと『荒神さん』を祀っていたという伝承が残っていたため、こ

こも中心にセクションを残し、以下掘

調査の結果、対象地区の基本土

しかし、

進める。

耕土・包含層・地山へと至る。

より包含層の厚さは一定でなく耕土直下すぐ地山に至る地点もある。

詳細は第1豪でのとおりであるが、耕土及び後世の盛土からはサヌカイト片・弥生土器・須恵器・

陶磁器が出土した。

包含層からはサヌカイト片・石器・弥生土器が出土した。

T‥3‥つ3）では2本の溝状遺構とその間に人頭大の川原石か散乱していたため振り進めたとこ

ろ、礫床を検出したため古墳と認定した。

T－8・12・15では地山南で柱穴・土坑等を検出した。

T－13では住居址・柱穴を包含層上面で検出した。

伝神社跡地では沸状遺構を確認したが、意図的なものであるとは考えにくく、さらに隣の耕地

には溝が延びていないことから詳細は不明である。

確認調査時出土遺物は弥生土器・石器である。

第5図1はT－12の包含層から出土した環状石斧である。半壊しているが、全面に磨かれてい

る。石材不明。香川県での出土例は、三豊郡詫間町の紫雲出山遺跡で2例、善通寺市月信遺跡で

1例と少なく、また、全国的にみても類例は多くない。）用途についても戦闘用武器、斧ないし上

掘り異などの諸説があるが限定されていない。

2もT－12から出土した弥生土器の底部である。3・5はT－15から出土した弥生土器の底部

である。 5から出土した寮である。

第6図1～5はT－12より出土した石器である。1～3は石錬、4・5は石錐である。本調査

ー6－



二二二二二．

第5図　確認調査時出土土器

で確認した住居祉SHO6・07内

出土である。6はrr－8拡張部

出土の石包丁である。7はT－

14出土の石鎌である。8・9は

伝神社跡地から出土した石鎌で

ある。

以上の結果から、対象区域内

に古墳の他、弥生時代集落祉の

存在が想定されたため町側と協

議した結果、標高58m以上を全

面調査、ただし、T一一8では検

出した遺構の周辺のみ調査を実

施することとなった。

本調査はトレンチを基準にI

～VI区に分けて調査を実施した。

三三‡

享l三一gニ＝≫

藍ニ〕∴十十6

く＝＞　　8　　　く＝＞　　　9

第6図　確認調査時出土石器

調査方法は確認調査と同じく表土は重機により掘削・除去し、遺構の検出・掘削は入力で行った。

ー7－



第1表　確認調査結果詳細表

トレンチ番号 規模 （拡張部） m 遺構 ・遺物 状　　 況

T － 1 1 ×40 （2．5 × 8 ） な　 し 耕土直下、す ぐ地山 に至 る。

T － 2 1 ×48 な　 し 耕土直下、す ぐ地山 に至 る。

T 一一3 －（1） 1 ×10 な　 し 耕土直下、す ぐ地 山 に至 る。

T － 3 －② 1 ×15 な　 し 耕土直下、す ぐ地 山に至 る。

T － 3 －③ 1 ×27
古 墳 1 基。 須恵 器 ・土 師 ほとん ど破壊 され、奥壁 ・側壁 ・礫

器 ・鉄製品。 床 の一部 が残 る。

T － 3 －④ 1 ×14 な　 し 耕土直下 、す ぐ地 山に至 る。

T － 4 1．5 ×14 な　 し 耕土直下 、す ぐ地山 に至 る。

T － 5 1 ×5 な　 し 耕土直下、す ぐ地山 に至 る。

圭 溌 1 ×26 な　 し 耕土直下、す ぐ地山 に至 る。

T － 7 1 ×80 な　 し 耕土直下、す ぐ地山 に至 る。

T －8 1 ×83 （3 ×15）
柱穴・長方形土坑。

サヌカイ ト片・弥生土器。

紳士直幸、 サ ヌカイ ト片 ・弥 生 土器

を含 む包含層が続 く。包含層 土 面 よ

り切 り込んだ土砿検出。

T － 9
1 ×65

（1 × 7 ，5 × 2 ）
弥生 土器 ・須恵器 耕土、包含屑、地両へ と紅 く。

T －10 1 ×38 （5 ×15） 弥生土器 1・陶磁器 柚子、包合層、地両へ と紅 く「

T －11 1 ×56 （1 × 4 ） 弥生土器 耕土、包合層、地山へ と続 く。

T －10－11 1 × 9 な　 し 耕土直下、西側は地山、東郷 ま後世の盛土。

T －12
1 ×50 （2 × 6 ，

1 × 6 ，5 ×6 ）

柱穴 。

サ ヌカイ ト片 ・弥生土器 。
耕 土、包含層 、地 山へ と続 く。

T －13

圭

1 ×54 （2 × 5 ，

1 × 3 ，2 × 6 ）

住窟址 ・経穴 。

サヌカイ ト片・弥生土器。

頂上拡張部は耕土直下、すぐ地山に至る。他は

耕土、包含層、地両へと続く㌻頂上部で検出し

た打穴は他山面上、他は包含層上血で検出。

T －14 1 ×44 サヌカイ ト片 ・須恵器 。 耕土遼下 、す ぐ地山 に至 る。

T －15 1 ×79 （1 × 6 ）

土坑 ・柱穴。

サ ヌカイ ト片・弥生土器 ・

須恵器。

耕土直下、す ぐ地山 に至 る。

地山面で、柱穴 ・土鉱 を検 出。

T －16 1 ×13 （3 × 3 ） な　 し 耕土直下、す ぐ地 山に至 る。

－8－



第3章　調査の結果

調査の結果、古墳7基、

によりそ

いては磨耗が著しい。

代の竪穴住居址12棟、掘立柱建物祉56棟を確認した。しかしな

＼。また、遺物の出土量も少なく、弥生土器につ

査区ごとに詳細を報告する。

1．r区

は古墳1

2号墳

チ調査の際確認し

たものである。径

約10mの円墳であ

るが、

は破壊されており

石も多く

れているため残存

状況は非常に悪く

奥壁の一部・東側

壁基底石・床面の

一部を確認したの

みである。

石室はほぼ南に

開口するものと思

われるが、石室現

上基部にあたる。

る。2号墳と呼称する。（第14図）

第7区　石室検出状況及び下層礫床実測図

－9－



模・形態は不明である。（第7図・10図・12図・13図）

基底石には板状の川原石を使い、上部は川原石を小口に積んだものと思われる。残存していた

奥壁と東側壁とのコーナー部に一面が丸く内攣した石を使用していた。同じような状態の石をも

う1個撹乱部で検出したか、これも同じくコーナー部に使用されていたものであろう。

床面は上層に玉砂利、下層に人頭大～拳太の川原石を敷き二重礫床を構成している。なお、床

面に排水溝等の施設は確認されなかった。

床面奥壁隅から短頸壷、玄室内から短頸遼萱、墳

丘上から平瓶が出土した。（第8図）

1は短頸壷蓋である。2は短頸壷である。1とセッ

トを成すものであろう。

3は平瓶である。外方へ直線的に立ち上がる口

縁部と偏平に近い休部を持っ。

また、玄室内から鉄製品が主点出土している。破

損して…部欠損しているか、鎌と思われる。（第9図）

C＞

C二軍ヲ

第9図　2号墳出土鉄製品

第8図　2号墳出土遺物
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第10図　2号墳石室全体図

了′二・訝一・・1
空
°

曽
0

ヨ
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第11図　2号墳断面土層図

g64．000m

感感表芸

軋丁［1工］工具　　　1黄褐色粘賓土層（地山）

2　褐色粘賓土層

カクラン　B

第12図　掘り方及び基底石実測図

3　灰褐色粘賓土層

4　暗褐色粘賓土層（少量礫禽）

5　耕土

6　時黒褐色粘質土層（周濠埋土）

7　淡茶褐色粘質土層

8　施肥溝

1m
「TTT・…・rr［「Tj
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第13図　発掘終了実測図

第14図　I区遺構全体図
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2．Ⅱ区

Ⅱ区では古墳3基・弥生時代竪穴住居址1棟・据文枝建物址4棟を確認した。（第36図）

3号墳

3号墳は尾根の稜線上やや南斜

面を下ったところに位置する。

Ⅱ区を重機により表土掘削した

際、周濠らしいものを検出したた

め、さらに拡張したところ古墳と

確認．したものである。

径約10mの円墳で、石室はS－

7　　Eに明　主㌻る

残存状態は悪く基底石と上部石

積1～2段を確認、床面もほぼ半

壊している。

石室規模は奥壁短辺約1．5m、

羨道短辺が約0．85mの羽子板状を

呈する横穴式石室と思われる。石

室長辺は現在約3．7mを計るが、

まだ少し延びる可能性も高い。

（第16図）

墓境は地山を整形した後掘り込

まれており、床面に敷土を施す。

さらにおそらく玄室内のみであろ

うが人頭大の川原石を敷きっめ、

その上層に玉砂利を敷き二重礫床

を構成している。（第15区l）

なお、床面には排水溝等の施設

は確認されなかった。

二
第15図　3号墳石室検出状況及び下層礫床

－14－



第16図　3号墳石室全体図

－＿「
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また、三豊平野内の古墳で多く使用されている玄室と羨道を分ける噴石は検出されなかった。

羨道で長軸を石室と平行に並ぶ3個の川原石は閉塞石の一部と考えられる。

また、2号境と同じく奥壁と西側側壁のコーナー部に片側が内攣した石を使用していた。ただ

し、整形した痕跡は認められない。

基底石には板状を呈した川原石を使用している。

周濠は全周の約％を確認した。周濠内で床面に接して須恵器・高塚の蓋が出土している。

その他遺物は石室内から須恵器が出土している。（第17図）

1・2は石室内から出土した須恵器の塔身である。3～6は羨道から出土した須恵器の輝身と

塔蓋である。セットを成すものであろう。7は羨道部から出土したコップ形土器である。鋸ま羨

●

」

／
．′′ノ

、… ～′絡　 了放

亀誹 誰 ノノ

＝／∴′ノノー′／！！ノ／！／／′′／
∴二　　　J／影 ′ノ　 〟 ／ ノ／

－
〃鵬。＿〃こ こ二二三三三三三三三 ≡琴 窯 窯 三 三三≡≡≡≡≡

「‾‾‾‾二三「
j　　　　　　　　　　／／　　13

第17図　3号墳出土土器実測図
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⊂）

［）

第18図　3号填出土鉄製品

道から出土した無蓋高杯である。

やや外方に広がる師部の中央に4

条の波状文を、その下方に列点文

を施す。9は羨道から出土した蛮

る。10は羨道から出土した広

部にタタキ

の後ヨコナデを施し、休部中央に

1条の沈線を施しその下方にカキ

メを施す。

が、塩と

から出土し

部を欠損する

れる。12は周濠床面

である。内面

して検出し

出土した

。13は

ある。

より鉄製品が1点
第19図　石室基底石及び掘り方実測図

している。鋲の茎部と思われる。（第18図）

以上出土遺物より3 は6世紀の末と考えられ、その後

たものと思われる′（’第19図・第20図・第21図）
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第20図　3号墳断面土層図

C

1

2

3 ＿

4

1暗褐色粘質土層

2　明褐色粘寛土層（少量の礫含）

3　淡黄褐色粘質土層（〝）

4　黄褐色粘質礫土層（地山）

62．500m B

孟二十去辞表謹蕊去
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0

4号墳

第21図　3号墳発掘終了実測図

4号境は3号壇から南西方向に斜面を下ったところに位置する。

この

は全て抜き

径10m

m、

も周濠を検出した後周濠範囲内を掘削中に検出した古墳で、華の残存状況は悪く着

られ礫床の一部を確認したのみである。

境で石室はS－7。－Eに開口する。

取り痕から推定する石室規模は玄室奥壁短辺は1．3m、羨道際短辺1．0m、玄室長辺上8

辺1．8m、短辺0．5～0．7mの玄門を持った横穴式石室である。

が非常に狭いことから羨道からの柩の搬入は困難と恩われ、他の搬入方法もしくは構

築方法が考えられる。

床面は上層に玉砂利、下層に人頭大～拳大の川原石を敷き二重礫床を構成している。なお、床

面上に敷土は認められず、排水溝等の施設は確認されなかった。（第22図）

ー19－



周濠は全周の約％検出した。

遺物は、玄室礫床内より須恵器・土師器・

鉄製品が、周濠

（第23図）

lは礫床内から出

ある。2は礫床内から

壷の蓋である。4は礫

した。

た土師器壷の口縁で

ら出土した土師

器の盤である、）外面休部と内r軸il縁茄に、′丁

メを施し一、円面冊淵昔日軌脚1二痕で整恒し、牲

I．組の接恒良か石甘亡きも：1は抽青井iか

た高塀の脚である。

ら出土した鉄斧である。その

他、鉄棒の破片が 五日∴一てl、、そ．・：i法相）

以上出立遺物からみて4登場の築造時期は

（ili結い＿しくJ7げ打点1・・汚㌧㌢・ぺ∴声1こ．

湧脚屈す漸減那

第22図　4号墳石室検出状況

第23図　4号墳出土土器
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第24図　4号壌掘り方・石のぬき取り痕・下層礫床実測図

MN

針

60．000m
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第25図　4号墳出土鉄製品

第26図　4号墳発掘終了実測図



6号墳

6号壇は4号境のさらに南下方の斜面に立地する。

重機による表土掘削中に検出したものである。

石室長辺1．1m、短辺0．5mを計り、石は基底石の約

半分を検出したのみであるが小竪穴式石室と考えられ

る。検出したのはこれ1基のみで、これが周濠の中央

に位置することからも「い心主体と思われる「

径3．7mの円墳と考えられるが、周濠は全周

検出したのみで盛土も確認きれなかった。（舞28図）

基底石には嘉平な川原石を縦長に使用し、床面には

玉砂利を一面に敷轟っめている。なお、床面に排水溝

等の施設は確認できなかった。

遺物は小竪穴式石室内から須恵器の率瓶と高台付塔

が出土した。（第27図）

1は高台付杯である。高台の一部を欠損するがはば

完形である。2は平瓶である。これも焼成不良である

る。ほぼ中央に最大径を持つ休部から直線

に立ち上がる口縁部を持っ。これら

は7世紀前半のものと考えられる。

－23－

第27図　6号墳出土土器



第28図　6号墳全体図及び断面図

1m
ト．＿L．．rP r．1．L一二！
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SHO3

Ⅱ区斜面上部で検出した。

残存状況は非常に悪く、周溝の一部と柱穴のみを確認した。

（第30図）

規模（5．6m）の楕円形を呈する竪穴住居址で、主柱穴6本を

持つ。

周溝内から移しいサヌカイト片と不明鉄製品が出土している。

（第29図）

0　　　　1m

ll・・・j

63．000m

B

第30図　SHO3平・断面図

－25－

‾　⊂＝）

0

』＝コ〒≡≡＝聖m

第29図　SHO3出土鉄製品



第31図　SBOl平・断面

SBOl t第31囲）

S BOlはSH

主軸をS－73

器片が出土した

下方斜

に持っ1間

【出した。

別間（265Y405cm）の掘立柱建物址である。柱穴内から弥生士

－26－



SBO2（第32図）

SBO4（苛は4

SB04は

前後関

建物祉で

出土遺

MN

転

第32図　SBO2平・断面図

と切り合う。

明であるが、主軸をNl1501Eに持っ日昌i

－27－

0　　　　1m
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～◎

0

llllllll一一ll＿

MN

戦転

第34図　SBO4平・断面図

54・000m　－

0　　　1m
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Ⅲ区内出土石器

4号墳の周療西側で採集したものでサヌカイト る′（第35閲）

Ⅲ区内出土石器実測図
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3．Ⅲ区

Ⅲ区では古墳2

した。（第63図）

5号墳（

祉1棟、掘立

・第42図・第43図）

5号墳はⅢ区のほぼ

中央に位置する。

残存状況は悪く、石

室は半壊し、果樹園開

墾時の嚢の設置のため

基底石も一部が遺存し

ていたのみである。

石室規模は玄室奥壁

短辺1．1m、破壊際短辺

1．25m、長辺は現存1．9

mを計る。（第38図）

やや胴張りを呈すら

しい様相を見せるもの

の石室形態は不明であ

る。

り、その際地

層遺構も破壊されたの

であろう。石室内床面

には敷き土が認められ、

その上層に人頭

大の川原石を、さ

その上層に玉

址7棟、土墳墓1基、土器集中地

MN

二

カ所を検出

第37図　5号墳石室検出状況
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き二重礫床を構成する。

（第37図）

なお、

等の施設は確認されな

かった。

基底石は奥壁に板状

の石を、側壁は方柱状

の石を直列配列してい

る。出土遺物は石室内

いるが、

恩わ 、内面は

の後ヨコナデする。外

面は底部をへラ切りし

た後脚部をっけヨコナ

デする。

7世紀前半のものと

墳上で石

している。

（第40図）

開墾の撹舌 ものであろう。

第38図　5号墳石室基底石・掘り方実測図

0

」　＝T＿＿＿，＿聖m

第40図　5号墳出土石器



第41図　5号墳石室全体図
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第42図　5号墳断面土層図

黄砂土層

砂土層 1
周濠埋土

暗褐色粘質土層（少量の礫含）

粘質土層　（　〝　）

褐色粘黄土層（地山）

59．500m〟

第43図　5号墳発掘終了実測図
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7号墳

7号境はⅢ区の南端で

検出した。

主軸をS－16。－Eに

持ち、石室規模は長辺

1．3m、短辺1．0mを計る。

残存状況は非常に悪く墓

壕と周囲の石の抜き取り

痕、床面の人頭大の川原

石より小竪穴式石室と認

定じた。なお、床面に排

水溝らしい痕跡を確認し

た。

出土遺物は認められな

かった。（第44図）

第44図　7号墳全体図

－35－



SHO4

SH04は調査区のはぼ中央で検出した。

残存状況は悪く、周溝の一部と柱穴を確

認したのみである。

規模（6．5m）の円形の竪穴住居址と考

えられる。主柱穴は4本確認したが、おそ

らく6本もつものと思われ、ほぼ中心に中

ー愈一癖
く＞10　くつ

ー嘩一盛一喝
5cm　く＞

第45図　SHO4出土石器
央坑を持っ。（第46図）

柱穴（P－13）からサヌカイト製の石錬（凹基式1点、平基式2点）が出土した。（第45図）

0　　　　　1m

lll・l－＿：

B∴／
◎

L◎／◎◎

第46国　SHO4平・断面図
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検出した。

主軸をS・一710－

Eに持っ1問×2

問（195×350cm）

ある。

出土遺物なし。

SBO6（第48図）

SB05の南東下

方斜面で検出した。

主軸をS－58。－

Eに持っ1間×2

問（290×335cm）

の擁立柱建物址で

ある。

柱穴内から弥生

土器片・サヌカイ

ト片が出土してい

る。

第47図　SBO5平・断面図

第48図　SBO6平・断面図

－37－
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第49図　SBO7出土土器実測図

SBO7（第50図）

SB06の南西斜面で検出した。

主軸をS…42。－Eに持っ1問×4問（300×680cm）の掘文枝建物址である。

P－5より弥生土器が出土している。（第49図）

1は休部からロ繚部にかけて「く」の字形に外反する窺形土器である。目線端部は比摩しない。

2も1と同じ形態を望す窺形土器である。外面及び内面日録部と休部上半はナデ、体部下半は指

頭圧痕の後ナデ調整する。3は窺形土器の底部である。外面は縦方向のへラ磨き、内面は板ナデ

で調整する。

なお、Sl〕07に平行して柱穴3個を確認したか、これに伴うものであるかどうかは不明、〕

弥生時代中期後半と恩われる。

ー38－



第50回　SBO7平・断面図
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SBO8（第51図）

5号境の西で

ただし、後世の

開墾のため耕地

0．5m程度認められ

主軸をS－46。

つ1間×2問（2

の掘立柱建物址

出土遺物なし。

SBO9（第52図）

第Ⅲ調査区内の最

S BO9～S Bll

主軸をS－67。

柱穴内か

で検出した。

が切り合う。

図　SBO8平・断面図

つ日用／く3問（250ぺ490cm）の掘立柱建物である。

している。

第52図　SBO9平・断面図

－40－

0　　　　1m

≒ナ÷㌣「十王三

58．000m

0　　　　1m

ト予予．∴・・．．「三千ヲ



SBlO平・断面図
SBlO骨t二〉由、

SB09と切 した。

十柚を5－刷　上、二年‾l日出、2問12榔　湘JL帰しつ帖川建物てある＿

の底部が出土 壷の底部と

土器片・炭等が出土した。

ノ

第54図　SBlO出土遺物

ー姐－

ため不明。（第54



l

ノl

ノ

ダ

MN

：二

SBll平・断面図

0　　　　1m

』堅塁望三重

SBll（．第二）5医1）

Sl細は伸）合った状態て有

主軸をS一一75

である。

1）26からミニチュアの壷か出1．したii

に指頭圧痕の調整が認められる、欄壷図）

p　22からは石旗か圧油上し一た　′第57図）

サヌカイト製の、l魂式石仏てある

その他の柱穴から弥生上器片も

cm）の裾立村‘建物

を欠損する

一42－

手車
0　くつ　　　5cm

主㌢†亘養r㌢㌢二二窓±∃

第57図　SBll出土石器



STOl

確認調査時に検出したものである。（第59図）

主軸をS1－46。－Eに持ち、土壌長辺2．7m、短

辺0．5～0．7mと東側が狭くなる。

木棺等の痕跡は検出できなかった。

墓境内から土師器と鉄製品が出土した。（第58図）

1は土師器杯である。2とともに長軸中央やや

西よりで並んで床面ヒで山上した。磨耗が激しく

調整は不明であるが、外面底部にへラ切りの痕跡

が認められる。2も土師器輝である。内面の調整

は不明であるが、外面はヨコナデし、底部はへう

切りしている。

⊥ノ
－ご」一一－1

：

8　3

0　　　　　　　　　10cm
ト「㌣1　－TT∵∵Tr㌢「rrTrrTrr」 －1‾－1：IIl

第58回　STOl出土遺物実測図

C⊃

⊂∋

くつ

4

2個はほぼ同法量で、器形も日録部が外方へ直線的に立ち上がる形態を豊してい

ま異なっている。3は鉄製品である。い わずか10cm南西側で床面Lから山

ました。幅1cm、厚さ私6cmの鉄棒め両端を曲げ先端部を尖らせる。用途は不明。射ま長軸中央

南の墓壌掘り方際で床面上より出土した。蘭先端部を尖らしており、小刀であろう。

られる遺構・

”II抱

53．000mA

帥
む3

8
0

ヨ

（刀

第59図　STOl平・断面図
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土器集中地点

住居址SH04の

る。

周辺を精査した

地点で検出した。し

等は検出できなかった。

周辺に施設も確認されず、出土遺物からは1個体に復元できたものはなく、

たことからも廃棄されたものと考えられる。）（第60図）

1は壷形土器の【＿1線部である。大きく外反する【」縁

る。2も壷形土器の口綾部である。大きく広がる口縁

施文・調整とも磨耗のため不明であるが、内面u頸部に絞り

頸部である。外面はナ ヽ 内面は横方向の指

比厚しない

りの刻み目文を施してい

ずかに上下に拡張する端部

られる。3は壷形土

施す。4は壷形土器の口綾部である。端部は

ろう。磨耗は著しい。5



のため調整は不明。6～11は弥生土器底部である。6は寮底部である。外面底部はナデ、外面休

部はへラミガキ、内面休部は指ナデが認められる。7も蛮底部である。磨耗のため調整は不明。

8は壷底部である。外面底部はナデ、外面休部はへラミガキの後一部にナデ、内面は縦方向の指

ナデが認められる。9も壷底部である。外面はナデ、内面に指頭圧痕が認められる。10も壷底部

である。外面はナデ、内面下部は横方向、その上部は縦方向の指ナデを施す。11も壷底部であ

る。内面に縦方向の板ナデを施す。

m区内P一出土土器

その他柱穴から出土した土器である。（第61図）

1は窪形土器である。休部から口縁部を「‘く」の字状に外反させ目線端部は上方へやや比厚さ

せる。ほとんど磨耗しているが口縁部内外面にナデが看取される。2は蛮形土器の底部である。

部をやや上げ底に作り、外面休部はナデ、内面底部は指頭圧痕で調整する。

服区内包含層出土土器

0　　　　　5cm
誌謳盛

第61図　Ⅲ区内P一出土土器実測図

重機による表土剥ぎ中もしくは遺構

面検出中に出土したものである。〕

（第62図）

1は蛮形土器底部である。底部をや

や上げ底に作り範囲は不明であるが外

面はへラミガキ、内面は指ナデする。

2は壷底部である。磨耗が著しいが、

外面の一部にナデ、内面に底部は横方

向、その上部は縦方向のナデが認めら

れる。
0　　　　　5cm
L＿二．．1＿．．1　．．－4

第62図　Ⅲ区内包含層出土土器実測図
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第63図　Ⅲ区遺構全体図

5号填　○

○



4．Ⅳ区

Ⅳ区では掘立柱建物7棟、溝状遺構1柵、状遺構1を確認した。（第75図）

SB12（第64図）

調査区の上部で確認した。

主軸をS－330－－Eに持っ1問×1問

（190×190cm）の掘立柱建物である。

出土遺物はなし。

SB13（第65図）

SB12のやや東斜面で検出した。

主軸をN－520－Eに持っ1間×2問

（205×295cm）の掘立柱建物である。

出土遺物はなし。

第64図　SB12平・断面図

蜃珪珪

－47－

0　　　　1nl

ヒ＝［‾∴‾rl＿±

第65図　SB13平・断面図

0　　　　1汀1

ヒココ「二二∃



uOOg’19

；

0　　　　　5cm
墜塗塗慧遥遠遠戚

SB14出土土器

SB14（第67図）

－q－一一廠一一一一一一－一一一一過－一一一一一－一一－－一機

MN

ダ

J

第67図　SB14平・断面図

SB1．2の西斜面で検出した。

「鞘ニ　J’こ1　‾∫＿「　　黒　当ら　′り「′∴i′hT‥叫掛と杜建物である。

i　骨十・・JJ′A　子′・∴・ノーJ’′ふ・損：∴てし　ろ言第66囲）

0　　　1m

転監莞莞菖遥表

≠痛心告．∵㍉告－∴白骨半日∴汗、ト打つま栴頭号‘痕がみられ言1緑乱′こナナが諾占ノン圭ろ、

内面は板状のものによるナデを施す。祭祀用であろうか。

－48－



SB15（第68図）

SDOlの東で

確認した。

主軸をS一一

42。一一Eに持っ

1問×2問（205

×395cm）の掘

立柱建物址であ

る。

出土遺物はな

し。、

罰封庵∵年㌦

・、・予∵、－．一　言：∴

lf十日t、、、・　∴了・l　～－、：

X　間組湘“×詑鮎鼠　の擦立桂

建物址である。

経穴内からサヌカイト片が出

土している。

薄和阿：、さJへ：十・号由謀

第69図　SB16平・断面図

一一一一一1－－、49－1一一一

60．500m r

O l m

b‾‾－1－1二三

0　　　　1m

b□「＝±



SB17（第70図）

SB16の南斜面で検出した。

主軸をS一一280－Eに持っ1問×2間

（195×340cm）の掘立柱建物址である。

出土遺物はなし。

SB18（第71図）

調査区の南端で確認した。

主軸をS∵諸掛㌧つ手に弱酸自問×3問

（190×520cm）の掘立柱建物址である。

出土遺物はなし。

Ⅲ000‘餌
I

l

謂

MN

♂

蔓Il

喜　l
∃

第70図　SB17平・断面図

0　　　　1m

法窪表意意表

0　　　1m

ヒ〒＝『‾［二二コ

第71図　SB18平・断面図
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Ⅳ区内P一出土土器・石器

その他の柱穴から出土した土器及び石器である。（第72図・第73図）

1はサヌカイト製の平基式石銀である。

1は鉢形土器である。磨耗のため調整は不明。2は甑である。内外面とも指頭圧痕で調整する。

3は壷底部である。内面に指頭圧痕が認められる。

ー‾‾I‾I‾‾‾‾‾‾1

一重一芸
く＝＞

第72図

Ⅳ区内P一出土石器

Ⅳ区内出土石器

第73図　Ⅳ区内P－1出土土器

Ⅳ区内の最上部の包含層除去申採集したものである。一部が欠損しているが、現存最で3．7cm

を測る。厚さが0．4mmと薄いことから大型の石銀と考える。（第74図）

くここ二二二＞0

第74図　Ⅳ区内出土石器
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第75図　Ⅳ区遺構全体図
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5．Ⅴ区

Ⅴ区では竪穴住居址7棟、掘立柱建物址12棟、溝状遺構2本を確認した。（第103図）

SHOl・02（第77図）

確認調査時に検出していたものである。その際はSH腔のみであったが、今回の調査で2棟が

切り合っていることを確認した。

残存状況は悪く、耕地造成時にSH02が半壊され

よりSHOl．がSH02に先行する。

（5m）の円形住居址である。主柱穴は2本確認したがおそらく6本持っものと

思われる。

SH02は規模

ていることか

魂の2m）の方形住居址と考えられる。この住居址内からは焼土・炭等が出土し

東家屋と考えられる。主柱穴は3本検出し驚いるがおそらく6本あったものと

考えられる。また、このSH鵬の周囲にめぐる柱穴は～鰯は屋根を支える支え木であろう。

らに同心円上の位置にめぐる溝状遺構はSH02の排水溝であろうか。

の住居址内からは弥生土器・石器・サヌカイト

02埋土から出土した。大きく外反する口稼部を

ミ出土した。（第76図）

壷形土器である。口緑端部に2条

口緑部には斜格子文を施す。2もSHO 壷形土器である。大き

く外反するロ繚部を持ち、冒繚端部は比摩しない。ロ嫁部に2個一対の穿孔を持っ。外面頚部に

左下が　の刻み目文を施す。　ほSH鵬内の周溝から出土した壷形土器である。周港底面に接し

外壁にもたれかけさせていたような状態で出土した。

したのち縦方向の板ナデ、その上部は横方

す。4はSHO2埋土出土の壷彬土器底

形土器である。）磨耗のため調整は

面体部下半に られる。

1～6はサヌカイト製の石器である。し第78図）

部は欠損するが、内面は底部を指頭圧

ナデ、体郡上半から口稼部にかけては

る。磨耗のため調整は不明。5はSHO2

。6もSI102床面出土の壷桁土器である。内

1はSHOl出土の凹基式石銀である。2ほSH鋸出

や細みの凹基式石銀である。4は大型の凸基式石銀である。

製石錐である。3ほSHOl出土のや

の刃器である。6ほ

SHO2出土の平基式石鋲である。7・8・10はSH02の床面から出土した叩き石である。9ほS

HO2床面出土の磨り石である。英に石材は砂岩と考えられる。

～53…



以上の出土遺物よりSHOl・SH02の住居址はほとんど時期差なく、弥生時代中期後半と考え

られる。

10cm
「．　－　．．．．．　⊥－．　羞

第76図　SHOl・02出土土器実測図
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◎

D

61．000m1時褐灰色粘質土層（礫・炭混）

2　褐色粘質土層

3　褐黄色粘質土層（礫・炭混）

4　時褐色粘質土層（礫・炭混）

5　膏灰色粘質土層（炭混）

6：褐黄色粘質土層

7　明褐色粘質土層

3　青灰褐色粘質土届（炭混）

9　黄褐色粘質土層

10　黄色粘質土層（地山）

11淡灰褐色粘質土層

12　時褐黄色粘質土層

13　＝褐色粘質土層



二衝
くゝ

鮎

胤

第78図　SHOl・02出土石器実測図
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していたものである。

を確認したのみてある。

土層の観察よりSHO5→SHO6→SH07の順に新しくなることが確認された。

SH05は規模（5．3m）の円形竪穴住居址と考えられる。主柱穴は4本確認した。

SHO了は規模（有4m）の円形竪穴住居址である。主柱穴は6本確認した。

SH07は規模（11．2m）の大型円形竪穴住居址である。主柱穴は4本確認したが、おそらく6

本持っものであうと考えられる、！一つ01はSH07に伴う中央土坑であろう。また、同心円状勺

位置にめぐる溝状遺構もSH郡の排水溝であろうと思われる。

SHO6鬱SH07の床面からは焼土e炭が出土している。

これら住居址内から弥生土器片と彩しい石器・サヌカイト片が出土している。（第79図〇第80

図・第81図）

はSH礪出土の大型高塔である。器壁は多　剥落のため調整不明であるが、内面にわずかに

パケメが認められる。　はSH礪出土の窺形土器である。体部から吊　の字状に外反する目線

部を持ち、目線端部は土方にのみ拡張し閏線文　轟を施す。　はSH那出土の高塔である。磨耗

のため調整は不明。射護SH那出土の寮形土器底部である。外面底部に拇ナデがみられる。　㊥

－57－



第79図　SHO5～07出土土器実測図

環慧霊妙　　　等
畷：≡：泌

5　　　く＞　　6

′）　、一　　　　、　　　　　　　一・　　　　年

蓋l三三l烹譲ニー
くフ　9　　イ二ノ10　だ二・∫・11℃二∴12　　◎1

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第80図　SHO5～07出土石器実測図　その1

－58－



第81図　SHO5～07出土石器実測図　その2
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63．000m　　　　ビ 63．∞Om B

1褐色粘質土層

2　淡黒色土層（カクラン）

3　淡黄褐粘質土層

4　日褐青色粘質土層（焼土混）

5　青灰黄色粘質土層

8　茶褐色粘質土層

7　黄色粘質土層（地山）

8　淡黄色粘質土層

19　淡褐黄色粘質土層

10　茶褐色粘質土眉

目　赤褐色粘質土層（焼土混）

12　灰黄茶色粘質土層（炭混）

－60－



6はSHO丁の周港内出土の土器である。5は遼口達の日録部である05条の四線文を施しその間

の凸部に刻み目文を施す。鋸ま塵形土器底部である0内外面とも板ナデを施す。

1・2はSH05に伴うIJ一一203から出土したもので、栂凸基正式右臥2は凸拭1式有跡てあ

る0・射まSH酢に伴うP－204から出土した平基式石銀である04はやや大型である。8ほ

Pヰ潤咄土の平基式石銀である05～7e9～25は住居址検出車に出土したものである。5は

平基式石銀である06は打製石錐である。7は平基式の石銀である09鎗10は細みの平基式石銀

である01摘平基式石銀である。12は打製石錐である。13は灰緑色の碧玉製管玉である。直接5

mm、穿孔擾2mmを計り、一方向から穿孔し、裏面は平滑に磨き上げている○摘。撒ま大型の凹姦

式着銀である。16・18・19・21も平基式石銀である。20は凹基式石銀である。22は楔形石器であ

る023は小石刀である。刃部を鋭利に整形している。2摘スクレイパ鵬である。両線に刃部を作

る025もスクレイパ細であろう。

26～30はSHO5内から出土した。26・27は平基式、29・30は凹基式の石銀である。28は半壊す

るため形式は不明03ま～37はSHO咄土石器である。31・33は平基式石銀である。32は凹基式石

銀である。先端部を欠損する034・35は大型の平基式石銀である0いずれも先端部を欠損する。

36は完形の凹基式石銀である。37はスクレ車ヾ－である038～42はSH07から出土したものであ

る。38は基部を欠損するため形態は不明であるがやや小型の石銀である039は凹基式の石銀で完

形である0劇は基部が大き　内攣する凹基式石銀である0繍紙型の石銀である。基部を欠損す

るため形態は不明042は石包丁である0所謂「伊予石」と呼ばれる点紋角閃片岩製のもので一部

を欠肯する「ノ

以上の出・遺物及び剛二できなかったもののSF嘲廿㌫土器を観察しても3線の鮎、瑞・吊

に大藩な時期渡は認められない0弥生時代中期後半であろう。

SHO8（第83図）

詞姦区の中央部で検出した。

残存状況は慈く側壁の…部と経穴を確認したのみである。

規模（4・Om）の隅丸方形竪穴住居址である。主柱穴は3本確認したが、6本あったものと考

えられる0ほぼ中心には中央土坑を持っ0土層の観察より、住馳柄の東から南には欄がめぐっ

ていたと考えられる。

住居址内からほとんど遺物は出土しなかった。

住居址廃絶後、なんらかの建物が営まれたらしく、柱穴が確認された。
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0　　　　　1m
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1淡褐色粘質土層

2　淡灰黄色粘質土層（礫混）

3　淡灰色粘質土層（礫混）

4　灰色粘質土層

5　白褐色粘質土層（礫混）

6　灰青色粘質土層

7　黄色粘賃土層（地山）

第83図　SHO8平・断面・土層図
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SHll（第85図）

Ⅳ区Ⅴ区にまたがって確認された。

やはり残存状態は悪く、側壁の一部、柱穴を確認したのみで

ある。

規模（4．4m）の隅丸方形竪穴住居址と考えられる。

卵
0　　　　　5即
し＿＿＿L＿＿⊥＿＿⊥＿＿＿」ユ

住居址内からわずかに弥生土器片と石鋲が1点出土したのみ　　第84図SHll出土石器

である。

1はサヌカイト製の石鉄である。（第糾図）

先端部と基部を欠損するため形式は不明。

SHllに切り合ってSB56が存在するがその前後関係については不明である。

㊦㊥◎
59．000m

－A

第85図　SHll平・断面図
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SB19ぐ第86回）

（160×275cm）

SB

の鋸立柱建物址である．

（第87図）

SHOl・

（185×3

西で確認した。

つ0’Eに持っ1聞、2明

）の裾立枝建物独習ある。

はなし。

第86図　SB19ヰ・断面図

OIJ．．！．m

0　　　　　1m

L∵∵∵∵■

第87図　SB20平・断面図
－64－



SB21（第錦図）

SHllの西で確認した。

主軸をS－55。－Eに持っ

1問×2間（230×250cm）の

掘立柱建物牡である。

中央にも柱穴を持ち、床面

を支えていたものと考えられ、

倉庫としての使用されていた

ものであろう。

出土遺物はなし。

SB55（第89図）

SB21に近接して存在する。

摘睦S　－88　！．、・＿Pr日工，

×2問（260×290cm）の擁立枝建

物祉である。

出土遺物はなし。

」U．
、　．．■．．

1

～

′

l

 

M

来ミミ｝：こ七　二…ミ．－1上t：l：登瓦濯

uOO9°開

58．500m

O l m
卜hn－・・－　－u・一一一1

MN

・一斗：＿

第89図　SB55平・断面図
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SB56（第90図）

SIlllと切り合うが、その前後関係は不明である。〕

主軸をN－174’－Eに持っ1問ズ3問（270Y440cm）の

柱穴は他と比べてやや大きく深い。、

出土遺物はなし。

柱建物址である。

MN

ぜ

第90図　SB56平・断面図
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SB22（第92図）

Slm8の南はとんと也り合う位置に存在する

主軸をS H　一Wr打「っ日朝／1聞（川上27（いm′の桝、日登建物址である′、

P…78から弥生土器が出土している。第別図）　は壷形土器底部である。外面は縦方向のへ

ラ　ガキ鴇体部下半に内面までは霧適しない　個　対の穿孔を持つ。内面は指頭だ痕が認められ

る。2は鉢形土器である。外面は鉾部と脚部の鳩に、内面は鉾部底部に指頭圧痕がみられる。弥

生唾代車覇後半と考えら

れる。なお、切り合う土

坑とはSB22が先行する

ものと思われる。土坑内

か好も弥生土器片が出土

している。

㌦
0　　　　　5cm

録感
第91図　SB22出土土器実測図

MN

鞋

◎
i
塗㌢

E
の
の
の

e

紆蛎
田乃

57．000m

O l田

と1・l．－‥・・－1．．1

第92図　SB22平・断面図

－67－



SB23（第93図）

SH08の西に位置する。

主軸をS－210－Eに持っ1間×2問

（220×260cm）の掘立柱建物址である。

出土遺物はなし。

主軸をS－350－Eに持っ1問×2間

（200×405cm）の据立柱建物址である。

柱穴内から弥生土器片が出土してい

る。

MN

1－こ．

第93図　SB23平・断面図

；＋＋l

∴賢　‾1慧
ー叫．叫］

＿＿∴一’‾‾l＿f

÷当

館
‾一　叫11

－　1　　　　　．、一　　　　　一　一

サ　トヰ　叫

夢
二†二、笥

…∈訝

芯　i
C⊃　　‾‾‥　‾‾ll‾

忠
ヨ

第94図　SB24平・断面図
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SB25（第95図）

SB24と切り合うが、その前

後関係については不明である。

主軸をN－50。－Eに持っ1

問×1問（195×180cm）の擁立

柱建物址である。

抜穴内から弥生土器片が出土

している。

SB26（第96回）

調査区の北端に

位置する。

主軸をS－86。－

Eに持っ1問×2

問（200×345cm）

の掘立柱建物牡で

ある。

出土遺物はなし。

第95図　SB25平・断面図

MN

＼：土

1m

ヒ二Ⅰ「「二二二

第96図　SB26平・断面図
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SB27（第97図）

西端に位置する。

－70－

MN

ぜ
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ノ

㌧
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第97図　SB27平・断面図
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第9良　雄加平・断面

SB欝と切　合　が、その前後関係は不明である。

0　　　　1m

l・‾∴l‾－・・・ト十三

豊軸を駁現計一血Eに持っ日間×　問摘朝×滋勤n　の擁立桂建物址である。

出土遺物はなし。

出土土器・石器

Ⅴ区内の柱穴から出土したもので、弥生土器と石器である。（第99図・第100図）

1ば遼形土器である0大きく広がる目線部を持ち、臼繚端部は下方へやや拡張し、斜線文を施

す。頸部には　条の突帯を貼り付け、突帯上に刻み冒文を施す○内面に斜線文もしくは格子文の

痕跡が残る。2は壷形土器である0短く外方へ立ち上がる目線部を持ち、臼繚端部は下方にやや

拡張して左下がりの斜線文を施す。頸部には幅広の突帯を貼り付け、板状のものを押し付けて文
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様としている。3はミニチュアの壷形土器である。口綾部を欠損する。外面は一部剥落している

が、休部上半にはパケメ、底部は縦方向の指ナデが認められ、内面は底部は指頭圧痕で調整した

後パケメを施す。祭祀用であろう。4は壷形土器である。短く外反する日綾部を持ち、口縁端部

は上下にわずかに拡張する。口縁端部に斜線文、頚部に幅広の突帯を貼り付けた後、板状のもの

を押し付けて文様とした痕跡が認められる。5は壷形土器底部である。外面はナデ、内面は底部

は指頭圧痕の後ナデを施している。（第100図）

1～4はサヌカイト製の石器である。1は石鋲である。基部を欠損するため形態は不明。2は

凸基Ⅱ式石鋲である。3は削器である。4は先端部を欠損するが大型の凹基式石鉄である。

（第99図）

第99図　Ⅴ区内P一出土石器

／

「二∵∵・－・・・・工」

第100図1’区内P－出土土器
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Ⅴ区内出土土器・石器

重機による表土剥ぎ、もし

くは遺構面検出中に出土した

ものである。（第101図・第102

図）

弥生土器・石器が出土した。

1～8は底部である。1は壷

底部である。内面に縦方向の

拇ナデが認められる。2は寮

形土器の底部である。表土剥

ぎ申出ました。外面に縦方向

のへラミガキ、内面底部は指

頭圧痕で調整する。3も義士

剥ぎ申出ました遼形土器底部

である。内外面ともナデで調

整する。射ま調査区下部の包

含層除去率出土した壷形土器

の底部である。内薗底部に指

頭圧痕を施す。5ほ謝登区上

部包含層除去申出土した遼形

土器底部である。外面は縦方

向の板ナデ、内面底部は指頭

圧痕で調整する。6は包含層

除去申出土した壷形土器底部

である。7も包含層除去申出

ました壷形土器底部である。

内面に縦方向の指ナデを施す。

8ほ表土剥ぎ申出土した、擾

形土器底部である。内面をナ

デ調整する。9は下部包含層

［

＿＿＿＿＿＿圭＿＿

云麺
●

第101図　Ⅴ区内包含層出土土器
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中山上した壷形土器で

日ナデが認められる。

。口縁部が外方へ「ハ」の字形に

包含層除去申出上したものである。幅広の突帯を2段を貼

り付け、板状のものを押し付けて文様帯を構成している。短く

した高球形土器である。磨耗のため調整は不明。

現な面とその下に2条の四線文

式の石銀で

土した。3（

る。つと端部をわすかに欠損する。

ある。5は石包丁である。

もので

る。口縁端部に平

2も凹基式石鉄である。いずれも包含

層より山王した打製石経である。4も包含層内よりとj止し

土した．∵　6は下部包含層より出土し

く・部を欠損するか長橋印杉を呈する。振著な使用痕が認められるb

〆ノー

’ヽね．．．．

く　　ノ

Ⅴ区内包含層出土石器
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第103図　Ⅴ区遺構全体図
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6．Ⅵ区

Ⅵ区では古墳1基、住居址3棟、掘立柱建物址27棟を確認した。（第151図）

1号墳（第10咽・第105図・第106図・第107図・第108図・第109図・第110図）

以前より縦1．4m、幅1．4m、厚さ0．3mの砂岩の板石が露出しており“謎の巨石〝とされていた。

この石より約4m南にも砂岩の石が露出しており、ボーリング調査の結果古墳と認定して掘り進

めていったものである。

この古墳の周辺は南側で2m近く、西側で1m近く耕地問に段差があり、古墳から取り出した

ものであろう川原石で石垣を作っていた。

周濠は削率のため全周の約％を確認したのみであるが、径20mの円墳であると考えられる。調

査の結果“謎の巨石〝　は古墳の奥壁であることが判明した。基底石として設置する際に穿乱した

のであろう楔穴を持っ。

石室規模は玄室長辺4．55m、短辺奥壁2．1m、中央2．25m、玄門際1．8m、羨道長辺5．1m、短辺

ま．5～0．8mと羨道入り口に向いて次第に狭くなる、玄門を持ったやや胴張りの横穴式石室である。

この石室規模は他の4基と比べて格段の差を持っ。

玄室の基底石は砂岩の板石を、玄門部は柱状の石を配置する。羨門石は柱状の石を2石配置し、

東側は1着、西側は2石細目の板石を立てて使用し、他は牧石もしくは方柱状石を直列に配置する。

羨道途中で細目の石を縦に配置する方法は観音寺市母神山古墳群内の種子塚古墳でみられるよ

うな副室の名残であろうか。

玄門部分に2個の川原石を噴石として使用し、玄室内には下層に大きめの扁平な川原石を、上

層に3～5cm程度の玉砂利を敷きっめている。噴石の羨道側約1．2mの範囲内でも扁平な川原石

を敷きっめている。ガラス玉が1点出土していることからもこの場所で追葬が行われた可能性が

考えられる。奥壁際は最近の撹乱を受けている。

藻門部分の大型の川原石は閉塞石の一部と考えられる。

墓壌掘り方は地山南を整地し、版築した後掘り込んでおり、玄室内には大型の基底石を設置す

るためにさらに掘り込み、奥壁側はまた一段深く掘り下げている。

基底石設置の際には石の安定をはかるため控え石を多く使用している。

墳丘盛土は西側で密に確認された。

また、石室掘り方の西側部分では1号境の構築によって破壊された竪穴住居址を検出した。さ

らに下層の地山面上では若干の柱穴も確認している。
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第104図1号墳石室全体図
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第105図1号璃石室検出状況及び下層礫床
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第柑図　号墳石室断面図
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A－A’

卿の欄　瑠環境断面土層実測図1茶黄色粘贋土層（地山）
2　耕土

3　淡灰音色粘質土層

尋　淡褐登灰色粘質土層（磯禽）

5　淡灰白褐色粘質土層

6　時褐茶色粘質土層

ア　淡褐黒黄色粘質土層

A65．000m

＄　淡黒褐色粘質土層（磯含）

9　時灰色茶褐色粘贋土層
10　蓋茶褐色粘質土層

椚　黄褐色粘質土層（磯含）

柑　時褐登灰色粘質土層

13　淡黒褐色粘質土層

摘　褐黄白色粘質土層

15　明褐童灰色粘質土層

16　淡褐灰色粘質土層

膵　淡黒褐色粘贋土層

柑　暗褐茶灰色粘質土層

柑　淡黒褐色粘質土層

鋼　濃褐茶色粘質土層

別　明褐茶色粘質土層

22　童茶赤色粘質土層

23　暗褐茶色粘質土層

錮　淡黄褐色粘質土層

25　淡褐登灰色粘質土層

媚　暗褐色粘露土層

C－C‘

瑠　黄褐色粘土質層（地山）

2　茶黄褐色粘覚土層

3　黒褐色粘‘質土層

5　時茶褐色粘質土層（礫含）
6　茶褐色粘質土層（磯含）
7　時茶褐色粘質土層（磯含）
8　黒褐色粘質土層
9　明黄褐色粘質土層

21時褐茶童色粘質土層（礫含）37　淡童茶色粘覚土層
22　童灰茶色粘質土層（〝）

23　濃褐灰色粘質土層

24　濃童茶色粘質土層

25　童灰赤色粘質土層

10　時茶壷褐色粘質土層（礫含）26　灰茶黄色粘質土層
桐　曙童褐色粘質土層（〝）

12　淡茶褐色粘質土層（〟）

13　淡黄褐色粘質土層（〝）

摘　濃茶番褐色粘質土層（〝）

15　遥茶褐色粘質土層

帽　餅土

相　異茶褐色粘質土層

柑　農茶褐色粘質土層

柑　濃褐茶色粘質土層

27　淡黄褐色粘贋土層（磯含）

28　暗灰茶黄色粘質土層（〝）

29　明童茶色粘質土層（〝）

30　暗灰褐色粘質土層

31茶赤色粘質土層（磯含）

32　明茶赤色粘質土屈

33　濃灰音色粘土質砂土層

34　濃褐茶壷粘質土層

35　灰音褐色粘質土層

唾　薗茶黄褐色粘質土層（磯含）2の　濃茶褐色童色粘贋土層（磯含）3伍　淡褐灰黄色粘質土層

38　濃褐茶童色粘質土層

39　濃灰菅褐色粘質土層

40　茶褐色粘質土層

朋　濃灰薗褐色粘餐土層

42　膏灰色粘質土層

43　淡灰褐色粘質土層

舶　褐茶童色粘寛土層

尋5　淡灰褐色黄色粘質土層

媚　淡灰童茶色粘質土層
舶　淡褐灰色粘盛土層

鯛　明褐黄色粘贋土層
49　淡灰色粘質土層

50　明椙灰色粘歴土屈

51・淡褐灰色粘質土層

52　明褐童赤色粘質土層

3 4　 28　 19 18　 9 1 61 63 5 6 57 5ヂ　 66

m　 65 4267感 31一基竃 撃襖 585蕊 0∵‥友ノ′

35　 43　　 4 5　 3
／　′

44

3 2　　　　　　 24　　 15

8 10 45 1 1 47 46 53 4 81

53　時褐灰黄色粘質土層

54　時褐黄灰色粘質土層

55　淡黄褐色粘質土層

5＄　淡褐灰黄色粘質土層

57　淡黄褐灰色粘質土層

58　茶褐色粘質砂土層

B－B‘

1　耕土

2　淡茶黄色粘質土層

3　茶赤色粘質土層

4　時褐童灰色粘質土層

5　時褐茶灰色粘質土層

6　日音褐童灰色粘質土層

7　淡場景灰色粘質土層

8　淡晋灰色粘質土層

9　明褐灰童色粘質土層

耳

－80－

10　淡晋灰褐色粘質土層

周　明褐黄色粘質土層

柑　晋灰色粘質土層

瑠3　淡褐灰色粘質土層

摘　明褐色粘霧土層

瑠5　褐灰色粘靂土層

柑　晋灰色粘質土層

13　淡褐灰色粘質土層

摘　明褐色粘質土層

柑　褐灰色粘質土層

柑　暗褐灰色粘質土層

柏　崎褐黄色粘質土層

柑　淡茶童赤色粘質土層

柑　暗褐童灰色粘質土層

20　時褐董灰色粘質土層

21淡褐色粘質土層

22　淡灰褐色粘質土層

23　淡灰褐色粘質土

24　淡褐黒色粘質土層

25　淡灰褐色粘質土層

26　暗褐色粘質土層

27　淡褐黄色粘質土層

28　淡黒褐色粘質土層

29　濃褐茶色粘質土層

30　淡褐茶色粘質土層

31明褐色粘質土層

32　淡黄褐色粘質土層

33　褐色粘質土層

34　淡黒褐色粘靂土層（礫含）

35　明褐茶色粘質土層（磯含）

36　淡茶童褐色粘質土層（磯含）

37　暗褐茶色粘質土層

38　淡茶黄褐色粘質土層

39　濃褐黄色粘質土層

40　淡褐黄色粘質土層

射　暗褐茶色粘質土層

42　淡貴茶褐色粘質土層

尋3　淡茶黄褐色粘質土層

舶　淡茶褐童色粘質土層

45　淡褐童茶色粘質土層

46　淡灰褐色粘質土層

47　淡褐色粘質土層
48　淡灰褐青色粘質土層

45　淡褐貴茶色粘質土層

46　淡灰褐色粘質土層

47　淡褐色粘質土層
48　淡灰褐青色粘質土層

49　明褐色粘霧土層
50　時灰晋褐色粘覚土層

51明褐色粘覚砂土層

52　淡褐貴灰色粘霧土層

53　淡灰褐色粘贋土層

54　茶黄色粘質土層

55　濃褐貴灰色粘質土層

56　褐茶灰色粘覚土層

57　濃褐童灰色粘質土層

糾　茶褐色粘質土層（地山）

65　暗褐色粘質土層

66　時晋灰色粘鷺土層

67　濃褐黄色粘質土層



第108図1号墳断面図

第109図1号墳石室基底石・掘り方実測図
く

頂



第椚0図1号墳発掘終了実測図



出土遺物は盗据及び後世の開墾によって多くは出土しなかった。（第111図・第112図）

1は玄室内の上層礫床に混在して出土した弥生土器の大型高塔形土器である。弥生時代中期後

半と思われる02は羨道部から出土した須恵器の高塔形土器である。3は玄室内から出土した広

口壷である○休部上半にカキメを施し、ほぼ中央部はヨコナデ、体部下半ばへラケズリで調整す

「＝‾‾「＿＿

＿＿＼ 二二二‾‾二‾‾二　＿＿－二ニ

第111図1号墳出土土器

－83－



ろう。6・8～12・

ある。6

る。細片ばかりが少

・高林で、蓋を伴わないもJ・）である11

る。4

土している。9は須恵器・塔蓋である。10

0と同じく蓋を伴わなし

同しタイプのものであるが、若十整楷手法に差かみられる。12は つ須恵器である。14

は須恵器・広Ll壷である′，磨滅及び五然柚のため調整は不明。）15は須恵器・誠である。－．16も観点

器・魂である。17

19～25は周濠内から出土したもの るが、すべて弥生土器である。

19・20は壷症部てあるこ誹亨耗のため調整は不明j21は蛮底部である。外面

る。

方向のへうミガキを施す。．22は壷底部である′、内外面ともナデて調整する。23は盛

内面は横

外面は双方「中りへラミガ寸、内面休部は縦方向のナデ、底部は指頭圧痕か認められる。24は壷休

部である。J再面体糾二瓶減圧痕か認めふれる　2ふよ大1里l湖形＿上器である′、Il縁端部は面を持ち、

を施すIl禄郡上に4笠の回線丈・を触し、恥部と上2条の

・墳丘上から多く出土し いる。（第113区l）

に刻み冒文を施す。

しごこ1両早長打式五鋲で風化度が高い、2・3潮l肋〔式石鉱である

ま石室内裏幸め上から目上上し仁平甘弐石源てある′　5～11は墳「汗から出目．た。5・6・8．

9・12は伸長式石基、りい1日ま恒；LLUi銀て五言らilは大型である、7は削岩である、完存して



15～17は玄室内から出土し

壁際から出土した。17は 面上から出土し

している

から耳環3個、羨道よりガラス玉1個が出しした．（第1日図）

61nmの銅地金一を長径2

以上14点の石器は全てサヌ

している。また、玄室内

。〕2も端部を面に仕上げた経6mmの銅地金を直纏2

；りの輪形に曲げて金箔をR．ト〕たものであるっ

る。、3も端部を面にf上上げた律5

ぢ霊慧 ‡‾　一幸一幸

去三
くニ＞　　5

く＝ゝ　　6　く二二二：ニー

一環l毒整患嘉　一一重
く二二＞　　　8　　　く＝＝＝コ　　　9　　　　く＝＝110　　　く＝ゝ

－85－
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囁蒜ここ3
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たものである。2とほぼ同規模であるので対になる

ものであろう。4は羨道から出土したガラス製臼玉

である。直径8mmのドーナツ状の断面形を呈し、穿

孔は一方向からである。色調は藍色を呈する。

1号墳の時期を決定しうる資料は非常に少ないが、

石室内出土遺物から6世紀末かと考えられる。その

他石室内から追葬の痕跡は窺えないものの、墳丘上

もしくは石垣部分より出土したものも1号境の資料

とするならば7世紀前半頃の追葬が考えられる。

SHO9（第115図）

調査区の北西部で検出した。

◎－？◎－？

◎一？一慧－
4

5cm

第114匡11号墳出土装身具

第115図　SHO9平・断面図

－86－

63．000m

B



残存状況は非常に悪く、側壁を全周の拓と柱穴を確認したのみである。

規模（5・4m）の円形竪穴住居址で、主柱穴は2本確認したが、本来5本持っものと思われる。

ほぼ中央部に掘り込まれた土坑は後世のものである。

出土遺物はなし。

SHlO（第118図）

調査区の東部、1号境の東側に位置する。

床面まで削平きれ、柱穴のみ残存する。一部の柱穴を再利用した立て替えが認められる。

前後関係は確認きれなかったが、一方の主柱穴は8本、もう一方の主柱穴は9本持ち、中央の

焼土坑は－・か所検出している。

平面形態及び規模は不明。

経穴及び焼土坑より弥生土器・石器が出土し

た。1は柱穴内より出土した寮形土器底部であ

る。内面底部に指頭圧痕が認められる。出土石

器は全てサヌカイト製である。1は削器である。

中央部は比摩する。2は打製石錐である。完

存する。3は平基式石銀である。先端部を欠

損する。

弥生時代中期後半と考えられる。（第116図・

第117図）

ー87－

0

」＿－上m

第116図　SHlO出土土器

第117図　SHlO出土土器
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第118図　SHlO平・断面図

SH12（第120区l・第121図）

65．500m

－　D

1号墳の西側墳丘下層、包含層上で確認した。

約％を1号墳に、兄を果樹園開墾の際に破壊されている。

径（7．4m）の円形竪穴住居址と考えられる。主柱穴は2本確認したが、本来は6本あったと

考えられ、ほぼ中心に中央土坑を持つ。

一88－



さらに、同心円状の位置に周溝をめぐらしていた

痕跡が残るが、範囲については不明である。住居址

内からは、少量の土器片及びサヌカイト片が出土し

た。（第119図）

1は壷形土器の口縁部である。大きく外方に「ハ」

の字形に開く口縁部を持つ。調整は磨耗のため不明。

2は葉形土器底部である。外面に縦方向のへラミガ

キ、内面は指頭圧痕が認められる。弥生時代中期後

半と考えられる。3は壷形土器底部である。

なお、この住居牡の下層、地山面上で数個の柱穴

を確認した。

十

‾‾‾丁7

ゝユニイノ
L二・・・！

第119図　SH12出土石器

第120図　SH12平・断面図

－89－
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第121図　SH12下層遺構
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SB29（第122図）

調査区西部に位置し、SH09と切り

あう。しかしながらその前後関係は不

明。

主軸をN－1410－IHこ持っ1問×2問

（2ま5×355cm）の掘立柱建物址である9

柱穴内からサヌカイト片か出上して

いる。

SB30（第123図）

SB33と平行して検出した。

主軸をN－fif）i㍊こ持っ1間末2聞

（220×365cm）の撼立柱建物址である。

出土遺物はなし。

MN

∴＿

黄黒江　SB29平・断面図

第123図　SB30平・断面図

－91－

63．500m

O l m

㌧・－1－－－1二∃

∈

8

遠！

隈

相子

］

63．000m

0　　　　1m
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SB31（

区の西部に位置する。

をS－11。－Eに持っ1間×2

間（200×350cm）の掘立柱建物牡であ

る。

内から弥生土器・サヌカイト片

している。

MN

‥′′・′：′

第125図　SB32平・断面図

0　　　　1m

慈慈塾姦表意

第124図　SB31平・断面図

SB32　第は諏：、－

ミ旧止し声戊　二線ト　し∴か．÷・了r巨衷

関係については不明。

主軸をS－280－Eに持っ1 2問（185

×460cm）の掘立柱建物址である。

車穴内から弥生上器・サヌカイト汗か上上

している。

0　　　　1m
⊆善幸撃攣室

－92－



SB33（第126図）

SB30と切りあって検出した。

封由N－64㌦E融軒月間×2問（230×370cm）の据立柱建物址である。出土遺物はなし。

5日：ヰ41j

SB32の東に位置

する。

主軸をSl一一一52。一一

闘、、；▲　　・　∴

自主二　幸．）伸一　r｝恥

立柱建物址である。

出土遺物はなし。

O r1－′　1m

軒．宮、　一i昔′・・一：∴・　　■■qH一一■■榊■■■

鼻127回　SB34平・断面図

－93－

0　　　　11－1

ヒこし」一　一・二」



SB35（第128図）

SB34の北東に位置する。

主軸をN－490－Eに持っ1間×2問

（240×565cm）の掘立柱建物祉である。

柱穴内から弥生土器0サヌカイト片が

出土している。

SB36（第129図）

S B37・39と切りあって検出した。。

しかしながらその前後関係については

不明である。〕　主軸をN一一1一一一1一一42llっ一一▼¶Eに持

㌢∋　間×　間　組粥×劉娠m　の据立柱

建物址である。

柱穴内より弥生土器・サヌカイト片

が出土している。〕

ー94－

0　　　1m
L－1－　一一一一一1一一一1．－u・r′。一一一．“・・…1

第128図　SB35平・断面図



SB37（第130図）

SB37と切りあうが、その　uO胱日時

前後関係については不明であ

る。

主軸をN－71。－Eに持っ1

問×2問（230×310cm）の掘

立柱建物址である。

柱穴内より弥生土器・サヌ

カイト片が出土している。

MN

㌔

第129図　SB36平・断面図

0

」山こ甲

第130図　SB37平・断面図

－95－

0　　　　1m

Ll・・1－－上∃



SB38（第13］品）

S B39の

N－31。－Eに持っ

1間×2問（280×305cm）

立柱建物牡である。

柱穴内よりサヌカイト片

が出土している。

（第132図）

の

と切りあうが、そ

係は不明である。

！二重Ri・ち　さ：1・i　！；’㌻子；

一日串’当量日勤　一山：′ir

の虹、∴主注里鵠　こく巨：

自∴、ノ功ら畔上土器・－←
0　　　　1m

◎

i
㊨

l
鴫◎

！

MN

－1－－－

一・一▲一一ふ一　第13咽　SB38平・断面図

MN

盈

64．000m

O l m

！　　　　　イ



SB40（第133図）

調査区のほぼ中央に

位置する。

主軸をN－250－E

に才上）川！巨】間（、30（．・

×500cm）の塊立櫨建

物址である。

桂穴の掘り方は約鼠

mと大きく、桂根の残

るものも認められる。

他と比べて特異な1．

棟である。

出土遺物はなし。

Sr‡椚　主　∴∴

SB40の東に位置す

る。

主軸をN－660－つ王

に持っ1＿問×2聞（295

×32（＿）cm）の掘立柱建

物址である。ノ〕

馨寧琵

！霊

！遠
の
の
∃‾　…l‾‾

中央に支えであろう

り・．「．メ、：い、，・、　．■∴’・

l　′．∫　　　－●・　ノ・－　ィ！つ’．、

SB42（第135図）

昔1㌦、・言上与　つ：豆『、

SBJ10の南東に位置する。1、

「しい、う′、l’●・　l　・‘　　‥　、ノー　　　　，

1了、1了㌧．′言　∴．、・t　′　3　・＝‥－い、・∵．．

一一仙′．・97、1一一一一・

i

64．500m

0

迄遍議椚



第134図　SB41平・断面図

65．000m

O l m
1－1＿hl　＿．＿＿．＿．＿＿　　　　　＿＿．＿＿＿l

－．　　　　　　　　　　　　　l　　＿　＿

MN

ぜ

第135図　SB42平・断面図

－98－

0　　　　　1m
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SB43（第136図）

調査区のほぼ中央

に位置する。

主軸をS一一878・－

藍に捧っ　間×　間

、●、ノ　ぎ：上へ　・ノ　咋

立柱建物址である。〕

柱穴内からサヌカ

イト片が出土してい

る。〕

、こ㍉‖・寸：高、．、I

SB43の東に位置

する。

主軸を駁→紺㌧

Eに持っ1問×2

∴‘HH　1鮎．：－

の撼立桂建物址習

ある。

出土遺物はなし。

監
監関

の
の
の

ヨ

1、－′　　　∴‘　　蔓；一㌦了
0　　　　1m
i・・一一－1．1・・・rl、u　一、－－T一一．－1－一・・1－小一1

第137図　SB44平・断面図

－99－

65．500m

O l m

「・11．⊥」



SB45：如1：清

周濠の外側に位置二；完′．

主軸をはば雨i二に持二、：粁）2聞上19臣　　uoof由

250cm）の掘立柱建物址である。

はなし。

SB46昌勘黒姫十

皇鸞墳周港内鷲検出轟観たの

寮轍を箆空蝉空堰瀦腐類縁限箪劇際牒輝糎

390cm・声価∵1、廿∫つ；’モ㍉二、・

絹十十　一∴牛・．言子！，・・r r　1－　′上∴：．

第138図　SB45平・断面図

‾l、p・、l－叫一・一一一一・一1′一一・一r一・一1一一・、－・l－h～r一一1－・1・′F・r一一・一r・、・一・・一1・一一一r・－1－Mr一一一一一一一～

！

攣率卒瑚症

65．000m

O l m
l、＿▼＿，＿．r dtl▼ll▼　－1ノ1－－　1－　－、州－．



SB47（第140区い

SB52と切りあって検出した。

主軸をN14㌣－Eに持っ1間×2問

（228×285cm）の掘立柱建物址である。

枝穴内から弥生土器・サヌカイト片が

山上している、、

SR亜′第十一1、・

二言　′こ‥∴　つ、ご・・ナ　、．汗

出したが鴇その前後関係は不

理∵‘ト．

昌・t、・t　　　．　一

間X　閤紹諏×鍼鮎m　の観

立桂建物故習ある。

経穴内か還サ選力当つ再葦が

出土L等折る。

第14嘔！S購7平l断面図

64．000m

O

定疎』羽

lA‾‾　一・一一一1r－1llwAl一一1－・1－－′r－・h・一1－・1一一一1－－－h－1－－－－－－～

i
i

0

ふ志l
針、、心，∵つ廟、手へ噺酎司

一一jO1－1



SB49（第142図）

S B48・50・51・

52と切りあうが、そ

の前後関係は不明で

ある。

主軸をS一一rl1－・600Fl▼一一

Eに持っ1間×2間

（205×355cm）の掘

立柱建物址である。〕

経究内から弥生土

器・サヌカイト片が

出土している。

丁ミ暮5己　．′；く一

肋
凝

の

8
ヨ

SB47・48・49・52と切りあうが、

その前後関係は不明である。

ニPl！憾、　、．・∫　：　．1

間組鮎×調翫m　の擁立緩建物址鷲

ある。

桂究内からサヌカイト片が出土し

ている。

SB51月持曲射

SB48・49・52と切りあうが、そ

の前後関係については不明である。

主軸をN－410－Eに持っ1間×

2間（230×315cm）の据立柱建物址

である。

出土遺物はなし。

第142図　SB49平・断面図

Ⅲ000°サ9

－102－

∴瑠巨

64．000m

0　　　　1汀1

r・－1－－－　－－　－ll一一1－－▼ノー1－j

E
の
の
の

芯

駈
l

l－．．．　∵H　∴．L「「

第143図　SB50平・断面図



SB52（第145図）

SB48・49・50・51と切りあうが、

その前後関係については不明である。

主軸をS－87。－Eに持っ1問×1

椙：′謝、、330cm一　旬帖廿主建物址であ

る。

偽の撼立桂建物址に比べて経穴問距

離は長い。

柱穴内から弥生土器・サヌカイト片

が出土している。）

S肘草欄面冒」＿⊥
1m

MN

を

0　　　　1m

脇惑



SB53月日出若

苛、・よ；・ノ’一一′．・′．1・■蘭画国

調査区の北部に位置する。

主力】人言、王｝　上了It、・闇　　－　・l：tこ・′j軒’よl言

出土遺物はなし。

SB錮　第摘寓）

五号機周濠外側に位置する。

主軸を＼′77i寸土上言：－　∴：∴豆：∴航こノ・j帖∴出廿両つ∴；

出土遺物はなし。

－104－



MN

、

E
O
O
の

°

脇
匂〇

；‘

！…

㌶轟芋霹芋顎等霹事態澤㌍㍉溢
卜1一曲′　一・・一一一・l一　一一h　　一一

図　SB54平・断面図

・、．：！亘i∫！ゝj・よi三豊、ぶ．i・F′t

吉十十′′　ネ・‘・‘’：ノ皇；　　－ノい，TJ、．

149図）

つ♪′ト・・つ若1．　　　　　＿・　・

は弥生土器の窺形土器響ある。田繚端部を架損ずるが戦

中仕付早　、　′J　′捌　．：：、　t　　、

痘謬 ゐ　　意
0　　　　　　　　　5cm

ナ　÷　∵　　　　　でヰ　ナキ

第148図　Ⅵ区内P－出土石器
一。目上弓川上∴・と・′、′′′　　年目　ニ　　　　ー：「′‘；

路頭圧痕が認められる。石器はサ深ガザ　製習ある。m郎義認式右舷雷ある。錮単量武石緻

‘‥＋U有産守∵・・、ii．’一二一・．　　十、・・！’　　　　　　　　　　　、←　一　一　′・・了．工－こ、亘ニ

第149図　Ⅵ区内P一出土土器

－105－



Ⅵ区内出土表採資料

調査区内耕土・包含層出土もLHま地山上採集資料である。

Ⅵ区内 に李る所が大部分を占め、検出した住居址から考えても

たものと思われる。

採集した台村は石器のろである．・′第150L；臣

i・4はSLi47～52か切り才一jTいる地点の包含層内から出土した。いずれ

石包丁である 1ばばぼ辛壊せる．．．白よ調査区内の化東部分で重機による

く削平を受け

サヌカイト製の

り離後、地両面

上で採集したものである。、∴告上狛：’鴻材質は黒曜石と思われ、やや灰色がかった色調を呈して

いるこく二からメ誹持出甘、告も√1土考亘られ乙′　完存している。3は調査区内包含層山上のもJJ

である。 しだ小型の巨鍋である

l　豊去
＜＝＞　　3

終極纏紅瀾儲潮臆應凄

－106－



第151図　Ⅵ区遺構全体図



調査区全域の包含層出土もしくは表面採集した遺物である。（第152図e第153図）

1は弥生土器・嚢形土

部は内外面ともハケメ　津～

る。口綾部は短く「ハ」

を施す。2は弥生土

に屈曲し、端部は比摩しない。体

形土器である。始まに0．5～4mm

程度の角閃石を含んでおり、色調はチョコレ細ト色を呈する。他の出土土器とは胎土・色調を全

く異にする

不明。4は弥

於、旭′申つ．器とトi考衰ふれ一言

内面は縦方向の指ナ

3ば弥生激暑◎底部である。調整は磨耗のため

る。内外面にナデを施すむ　鋸弥生土器0意形土器底部である。

デを施す。鍔も弥生土器砂壷形土器底部等ある。内面は横方向の拇ナデを施

鶴　は弥生土器e高塀形土器細部である。磨耗のため調整は不軌　は土師器。輝鷲ある。外

面はナデ、内面はナ

高台相称である。

後、縦方向の聴覚を施す。音域時代後期のものである。鋸土師器e

しこ‘招け．▲り言ゝ∴再；：、－ilて．、、一軒・・一言　r二∴工相可、

宮1　ご：∴∴・＿　ミi・r・・つ腰上　：叫　亡、至　　　純甘♪予言「．7　∴！、∴　昌

＼

ユノ橘一′’ニ信・叫㌧古晶叛悠・．予掩・　‥・、・－　∴崇：∴二．日日吊

るか、上策　呈一㌢」†子守詳了‘r T！∴rL・中′りつ∴、、・つ　、ノ十五一一1∴十月メ

の脚部である。 ；吋　　＝　‾一　r●予、！　蘭二　声．、‥　や－・強∵．て　．廿′I，・、㌢

謹上、二十千・・十∴声十11∴∴　　　　上　　　∴十l　一・二　tは∴．・．Jj

．－中、：一軍言．与十ユ・一　丁－　ノ・車・：：二　　　　　　　で　．、・・・・．　十・

る。

石器はすべてサ双カイト製である。鼠は石槍状石器藍恩われる。

‘二は再も冒・粧ご、言宜宜＿　号、古j∴　　　∴・・－　・r：．，・iて上告言一昨日′、

め種類不明である。

－108－



＿工

ノ ∴

華㌦言一J　巨：津棺ニ＿二・万；刃貰隼土器実；裾二重

像感
・一　　　　　　　　3

5cm
くゴ　＿．．　　′＿〇」

葦‘b、煽　二裏摘組は．及び採集石器実測図

…109－

㌔三二！l主題



第4章　まとめ

ノ車調否した平岡遺跡では、竪穴住陣吊2棟　恥丑ざ建桝Iは6触、牌伏遺構3本、柵状遺構土

木、上塊状ゝ「私、吉耳一一丁万引甘認し7・こ、・

これらは後世の桑蠣0栄樹園への開墾0撹乱等により残存状況は非常に懇環、遺物の出土登も

非常に少ない。

吉瑠璃針実昌　誹‾、中華穴式ら宇目こ．湖、、7－甘点上ぐ叫一車吾臣当－F工てさ拍項「、ろ

吉日郎板目言　寸守∴弓甘小村里．－ィ、こつい′∴り　・一J、・つヱl′い十川臣無　／・・J●‘′1．r，

ljl舶ゝ辱言’、・・∴㌧・－．：・阜：J気‾声サー′∴いり1・二上　目言押予告と下車r年1亘考テレ

だ′’・㍉つ㍉阜∴、・ノ冊十㌧‖軌、

－・・．　こ　　【・丁、・い二1日、●、　！年㍉叫告、ノ・、ここ・中付目十二、品再巨「勘一㌔

・．イ■よ・！：つ、　‾、‘、．l　・右こ、′・－′！こ　J・・、‘：・t・・′　　一　読．：．、1i．ふ・日出l「′

fi　∴畑ハ＼・‥・†．　　　　　1、つ：∴　一　つ　．＿　′㌔　　一・・十′・阜j‖亡　r・中

言一l・－　′亨　　　′　・∴　一・一、Jつ′待機、－：、　　：l・一・　　、・　′．・い・了l，，け一打（・rら！

、　　・　　、・　■　こ　・

患墳墓は謂姦区の商機に　姦のみ単独習検出』たむ

・　　　　l　　〉　　　　　J　・　　　　　－　　　．．．・－　J、∵り一、品巨l・

、－　　　　　　　　．1′．ヽ　一一．′

－　　　　　　・　l r　十日　’．　　　∴　一・、　　　　　A・．　　　r、・′．′・ノ　ト

、　　　　　　　　　　　　　　　、

掘立柱建物鉦56棟は

摘　展観の稜線滝対』鷲併行

鍼測瀾瀾湖潤瀾瀾湖湖調調御調瀾瀾瀾郡部調瀾瀾瀦灘瀾調

（2）尾根の稜線に対して膚交

馴那釦曙略瀾牒摘鋸断漁瀾瀾掴錮断腕磯部

（3）（1は（2）の中間

SBO4」生2主22，37，39，軋42，43誹，55

、－　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　′　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　・　　　：

主　　　　　　　　・・　f　ニ　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－∴　　■　′

∴　　　　1、　　　　　　、　　′・・　　　　　　7、　　、・・．、

いl。

一・・一′′110・－u一一1－



裾立柱建物上山ま全て栗間川H、裾J・1、4間で、床面積も1陳以外は2（融以ドと

ら仕居輔として叫更用は考えられず、全て余hlrと思われる。

、SB2上11等のように中央部に仕を持・一うもの、削、巨があるものの仕穴告

などは高床倉庫とし等の使用が考えられる。

この平岡遺跡

思われる土地を見下ろす高台に位置する。．⊃

同じような立地条件

吉田遺跡でもみら

西へ約1 1kmに位置

た多少低い丘陵部ではある より高い三豊君

．揖小　　五品甘、用言‾叛＼、冊再i l上古．、‘トレー仲．・）よい中一i㍉、i　′　工1．　は、一i‥　i

れる傾向が窺える。しかし鴇同時期の高地性集落で著名な紫霧出血遺跡は周辺滝水汚餅稚尋料地

を持たず、前述の諸遺跡とは立地轟件をやや累にするようである。

この傾向が当時の気候条件による　のか、所謂「倭国の尭乱のこよるもの等あるかは不明鷲あ

るが、平岡出土の石器の　ち着銀が占める割合は開ノ受細セントと高　鴇　も尭型の石銀は紗ヾ細

セントを占める。またその種類も紫雲出血遺跡同様凹嘉式石鉄が室とし貰認められ竃おり淘出立

土器同様共通の傾向が認められる√

さらに注目すべきはⅥ区内表採の石鋲である。

、‖叫出i豆）吊：U H1－　′し′．、・ノ　ニ・・・甘・．「皇、．†誹．い　－・ノ・．ノ‥　品

製である。観音寺市樋の冒遺跡出土の縄文時代晩期の九州、鍍ケ崎式土器の搬Å品鴇苗場時代中

期の丸山古墳・脅塚古墳の阿蘇凝灰岩製の石棺の使用等、九州と三豊地方との深い関わ　が窺わ

れる一資料である。

ー111－



土器・石器観察表



慧慧 事 境 誌 ！胎 土
焼成 料　珊ク形態・調整・及び手法上の特徴

5 －2　弥生 土器 底部　　　　　　　 4．0
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好
外面　 茶褐色

！内面 赤茶色

内外面とも指ナデ、外面底部

と休部の境に指頭圧痕が認め

られる。

類 洲 樹 つ 幸 1mm以下の砂良好外面　黄褐色外面底部と休部は指ナデ。以外粒を含む。 内面　 褐茶色 は不明。

5 斗 読 尋 粛
2mm以下の砂

粒を含む。
不良 黄　 褐　 色 不　 明。

5 車 高 尋 半 簿
1mm以下の砂

粒を含む。
良 好．
外面　 赤褐色

内面　 黄褐色
不　 明。

く．．言 漫唇 幸短頸 董　 ′凱約 8

細砂粒を含む。良 好 青　 灰　 色
全体にヨコナデ。外面天井部は

ヘラケズリ。

8 －2　須恵器短頸壷　 6．0　 7．4
1 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 灰　　　　 色

全体にヨコナデ外面底部はへラサ
ズリ。休部はぼ中央に一本の沈線を
持つ。ロクロ回転方向は時計回り。

8 －3　須 恵　器　平 瓶 10．6 微砂粒を含む。 良 好 淡　 灰　 色
口縁部は内外面ともヨコナデ、
休部外面はカキメ、内面はヨコ
ナデ。

17－1 須 恵 器 塔 身 10．8　 3．0 微砂粒を含む。 不 良 灰　 白　 色
全体にヨコナデ。内面底部は仕上げ

ナデ。底部はへラ切りの後、外面底
部との境にへラケズリ。

良 好 灰　　　　 色紆現周東藩 邸凋縮馴牒臓「鍼
1mm以下の砂

粒を含む。

全体にヨコナデ。内面底部は仕

上げナデ。外面底部はへラ切り。

竺 空 警 聖 碧 1mm以下の砂

粒を少量含む。

や　や

不 良
淡　 灰　 色

全体にヨコナデ。内面底部は仕上げ

ナデ。外面底部はへラケズリ。ロク

ロ回転方向は時計回り。

1　以下の砂
良 好 灰　　　　 色

全体にヨコナデ。内面底部は仕上げ
17－4　須 恵 器 球 身 10－0　 3．2 mm

粒を少量含む。
ナデ。外面底部はへラケズリ。ロク

ロ回転方向は時計回り。

17…5 「須　恵　器　£不　蓋　　　　 2．7 10．8
1 mm以下の砂

粒を少鼻含む。
良 好

敵
淡　 灰　 色

全体にヨコナデ。外面天井部はへラ
ケズリの後っまみを付ける。内面天
井部は仕上げナデ。

17－6　須 恵 器 杯 蓋　　　　 2．3 10．9
1 m 以下の砂

粒を少量含む。
良好 淡　 灰　 色

全体にヨコナデ。外面天井部はへラゲズ

リの後つまみを付ける。内面天井は仕上
げナデ。ロクロ回転方向は時計回り。

…
1mm以下の砂須恵器 コ　ッ　プ ナ 全体にヨコナデ。内面底部は仕

針 卵　 形　 ∴連　 署　 為の凄　5p3
粒を少量含む。

良 好 淡　 灰　 色 上げナデ。外面底部はへラケズ

リ。

17－ネル8　碩 恵　器　高 球　 9．2　 8．9　 6．6
1 mm以下の砂

粒を少量含む。
良 好 淡　 灰　 色

全体にヨコナデ。杯部に波状文、

利点文を施す。

17－9　須　 恵　 器　 凄　24．0 微砂粒を含む。 良 好 青　 灰 ・色 全体にヨコナデ。
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挿図
器　　　 種

番号

法皇 （cm）
i 胎 ま 焼成 色 調

形態・調整・及び手法上の特徴
口径 器高 底径

17－10 須　 恵　 器　 壷 15．4 微砂粒を含む。 良好　灰　　　 色
外面口頸部はタタヰの後ヨコナ

デ。体部はカキメJ 内面はヨコ
ナデ。

17－11 須　 恵　 器　 趨 6．0 微砂粒を含む。良 好　灰　　　 色
内外面ともヨコナデ。外面底部

はへラ切り。

17－12 須恵器高杯蓋 5．4 17．9
2 mm断 の砂 良 好 慧 慧 霊

粒を含む。

全体にヨコナデ。内面天井部は仕上げナ

デ。外面天井部はへラケズリの後っまみ
を付ける。ロクロ回転方向は時計回り。

17－13 須　 恵　 器　 盤　25．8 微砂粒を含む。良 好　淡　 灰　 色
全体にヨコナデ。外面はへラケ

ズ．リ0

23－1 土　 師　 器　 壷 微砂粒を含む。 普 通　淡 黄 褐 色 不　 明。

23－鰭 頸意意 霊　 3… 2 孟慧 豊 砂 良 好 囁 灰 色 全体にヨコナデ。外面はへラケ

ズリ。

23－3 ．須 恵 器 高 杯　　　　　　 8．1 徴砂粒を含む。 良好　淡　 灰　 色 全体にヨコナデ。

23－4　土　 師　 器　 聾　25．0
2 mm以陶 砂 普 通 淡 歳 褐 色

粒を含む。

外面目線部はヨコナデ。休部は

パケメ。内面日録部はパケメ、
休部は指頭圧痕。

全体にヨコナデ。外面底部はへ

ラケズリ。ロクロ回転方向は時
計回り。

酢現 海上 患　 者募　料
1，2．8

孟慧 慧 砂 良 好 灰 白 色

一一 一十

27ニ…当竺 畳 5t8 1，2．5
2 m 以下の砂

粒を含む。
不良　白　 灰　 色 不　 明。

諏…畑頚腰儲瀾畜紺虚

報ト 1 弥 生 土 器 寮

孟慧 慧 砂 普 通 暗 灰 色 全体にヨコナデ。外面底部はへ

ラ切り。内面見込み部は指頭圧
痕。

痢 孟慧 慧 砂 良 好 褐 茶 色
外面はナチ。内面は不明。

胡ト2　弥 生 土 器 婆　20．2

謡 志 志 謡 千 鳥

†

議

粒を含む。

粒を含む。

外面・内面休部上半及び目線部
はナデ。内面体部下半は指頭圧
痕。

外敵ま縦方向のへラ磨き。底部
はナデ。内面は板状のものでナ

一十7‾
■

5∠「一1 弥生土器底部　　　　　 10．8
1

豊郷 の砂 良 好 霊霊霊霊

粒を含む。
不　 明。

中 豊 霊 劉　 目 端 mm断の砂良好乳爵褐色
立を含む。 外面は指頭圧痕。
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挿図

番号
器　　　　 種

法量（cm）
胎　　 土 焼成 色　　 調 形態・調整・及び手法上の特徴

口径 器高 底径

58－1 土　師　 器　塔 7，3 微砂粒を含む。良好 暗　 灰　 色 底部はへラ切り。

58－2 土　師　 器　杯 10．3 3．1 6．3 微砂粒を含む。良好 褐　 茶　 色 底部はへラ切り。

60－1 弥 生 土 器 壷 16．9
2mm以下の砂

粒を含む。
普通 淡 赤　褐　色

内外面ともナデ。口縁端部は斜

線文。

60－2 弥 生 土　器 壷 14．6
i 2mm以下の砂

粒を含む。
普通
外面　赤褐色

内面　黒褐色
不　明。

60－3 弥　生　土　器　壷
】 ！2mm以下の砂

粒を含む。
普通
外面　赤褐色

内面　乳黄褐色
外面はナデ。以外は不明。

60－4 弥 生 土 器 壷
i i 2mm以下の砂

粒を含む。

！良好
乳 黄　褐　色

不明。内面口綾部に斜格子文の

痕跡が残る。

60－5
弥生土器鉢形

土　器　 の　脚

i i温4サ2 2mm以下の砂

粒を含む。
普通 淡 赤　茶　色外面はナデ。

60－6 弥生土器底部
！

4．0
砂粒をほとん

ど含まない。
良好 淡黄　褐　色 内面下半・外面底部はナデ。

60－7 弥生土器底部
i i 5・4 2mm以下の砂

i粒を含む0
普通 淡 黄　褐　色 不　明。

苧0‾8 弥生土器底部
i
9．6
i

2mm以下の砂

粒を含む。
良好 黒　 褐　 色

外面底部はナデ。休部はへラ磨

きの後ナデ。内面はナデ。

60－9 弥生土器底部
！
8．0
2mm以下の砂

粒を含む。
良好 乳 黄　褐　色

外面底部はナデ。内面は指頭圧

痕。

60－10 弥生土器底部
‖ ＋ 8 2mm以下の砂

粒を含む。
良好 乳 黄　茶　色 外面はナデ。内面は指ナデ。

60－11 弥生土器底部
‖ ＋ 4 2mm以下の砂

粒を含む。
普通
外面　茶褐色

内面　黄褐色

i内面は板状のものでナデ0

61－ナ1 弥 生 土 器 聾
24十日 2mm以下の砂

粒を含む。
普通
外面　黒褐色

内面　赤　色
内面口綾部はナデ。以外は不明。

61－2 弥生土器底部 5．0
2 mm以下の砂

粒を含む。
良好 赤色　黒褐色

内面下半は指頭圧痕。外面休部

はナデ。

62－1 弥生土器底部 4．4
2mm以下の砂

良好
外面　茶褐色 外面底部は指ナデ、休部はへラ

粒を含む。 内面　淡茶褐色磨き、内面は指ナデ。

62－2 弥生土器底部
i

11．2
3mm以下の砂

i粒を含む0

良好 淡 茶　黄　色 内面は指ナデ、外面は不明。
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挿図

番号
器　　　　 種

法量 （cm）

胎　　 土 焼成 色　　 調 形態・調整・及び手法上の特徴
口径 器高 底径

66－1
弥　 生　 土　 器

ミ　ニチュア壷
4．1
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好
淡 赤　茶　色

淡 黄　褐　色

外面底部はナデ、体部下半は指
頭圧痕、口縁部樟ナデ、内面は
板状のものによるナデ。

73－1 弥 生 土 器 鉢 23．0
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 ．淡 黒　褐　色 不　 明。

73－2 弥 生 土 器 甑 7．4
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 暗　 茶　 色 内外面とも指頭圧痕。

73－3 弥生土器底部 9．1
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡　 茶　 色 内面底部は指頭圧痕。

76－1 弥 生　土・器　壷 16．6
1mm以下の砂

良 好
外面　乳黄褐色 外面はナデ。口縁端部に凹線文。

粒を含む。 内面　黒　 色 内面は斜格子文。

76－2

i

弥 生 土 器 壷 14．9
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好
淡 黒 褐 色！外面口頚部に斜線文。内面口縁

部に斜線格子文。ロ綾部に二個

一対の穿孔。

76－3 弥 生　土　器　壷
i
6．5
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 褐色　赤褐色

内面下部は指頭圧痕の後縦方向の板
ナデ、中央部は横方向の板ナデ、上
部は指ナデ。外面は不明。

76－4 弥生土器底部 8二7
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 褐色　 赤褐色 不　 明。

7㌻ 弥生土器底部
i

8．7
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 黄　 褐　 色 不　 明。

76－6 弥生土器底部

国
2mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡　茶　赤　色 不　 明。

79－1 弥生土器高埠 39の6i
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡 黄　褐　色 不　 明。

79－2 弥 生 土 器 寮
鼠509 i

3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好

茶 褐 色i

外面はナデ。口緑端部は凹線文。

79一…3 弥生土器高杯
3mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡　茶　褐　色 不　 明。

79－4 弥生土器底部 7．2
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好
外面　赤茶色

内面　淡黄褐色
不　 明。

7㌢ 弥 生　土　器 壷
！
1mm以下の砂

粒を含む。
良好 淡 褐　黒　色

5本の凹線文。その間の凸部に

刻み目。

79尋

9上 li

弥生土器底部

弥生土器底部

5．4
1 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡　褐　黒　色

外面は縦方向の板ナデ。内面は

横方向の板ナデ。

‖ ＋ 4

微砂粒を含む。 良 好
外面　赤茶色

内面　淡茶褐色

外面休部はへラ磨き。二個の穿孔、
内面までは届いていない。底部はナ
デ。内面底部は指頭圧痕。

－115－



挿図
番号
器　　　種

臣

I＝三
量（cm）

幸高座

i胎 土

焼成 色　　調 形態・調整・及び手法上の特徴

91－2弥生土器鉢
i 3mm以下の砂
粒を含む。 良好茶　　　　色

内面底部・外面脚部と鉢部との

境は指頭圧痕。

100－1 弥 生 土 器 壷 13．4

i
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡 茶　黄　色

外面口頚部はナデ、 1条の貼付

．1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　　　　　　　、突上

文。

に刻み目。口縁端部は斜線

内面口綾部は斜格子文？

100－2 ・弥 生 土 器 壷 16．5
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡 黄　褐　色

外面口頚部に刺突文を施した張

付突帯。日録端部は斜線文。内・

外面はナデ。

100－3
弥　 生　 土　 器

ト 。凄
4 mm以下の砂

良 好 淡 黒　褐　色
外面体部下半は板ナデ。外面口頚

部は刺突文を持った張付突帯。ミ　ニ チュ ア壷 粒を含む。

100－4 弥 生 土 器 壷 14．9
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡 赤　褐　色

口縁端部は斜線文。外面口頚部

は刺突文を持った貼付突帯。

料 読 弥生 土器 底部 7．0
1 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 茶　　　　 色

外面・内面はナデ。内面底部は

指頭圧痕。

101－1 弥生土 器 底部 7．0
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好
外面 赤 茶 色

内面 淡茶褐色
内面は指ナデ。

101－2 弥生土 器 底部 5．3
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡　 茶　 色

外面阜

頭圧

まへラ磨き。内面底部は指

痕。

101－3 弥生土 器底 部 6．8
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好
外面 淡黄褐色

内面 赤 茶 色
内外面ともナデ。

101－4 弥生土 器 底部 6．1
4 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 内面底部は指頭圧痕。

101－5 弥生土 器 底部 9．8
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡　 茶　 色

外面は板ナデ。内面底部は指頭

圧痕。

101－6 弥生土 器底 部 5．6
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 減数 塘 観 不　 明。

10上叫7 弥 生土 器底 部 10．2
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 赤　 茶　 色 内面は指ナデ。

101－8 弥生 土 器底 部 5．6
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好
外面　 淡赤色

内面　 褐　 色
内面は指ナデ。

101－9 弥 生 土 器 壷 19．4
2 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 茶　　　 色

外面 ・内面休部はナデ。外面口

頚部は指頭圧痕。

101－10 弥 生 土 器 壷
3 mm以下の砂

粒を含む。
良 好 淡 黄 褐 色

頸部に刺突文を持った貼付突帯

0
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